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まのせく． んへ

迫田：裕子

まのせくん，‘才のお誕生日おめでとう。

奉たなると，今年もきみが誕生で巷るだろうかと気がかりで牢をなれ・・、

ここに，ことしも誕生できたことがとてもうれしレも

きみが「とし」をとるゥてたいへ人′をことなんだよ。

一年過ぎれば，必ず－一つ年をとるつていうんじゃないんだよ。

きみの育ての親は，きみを誕生毒せる窄めに，自然の草木の中れ－きみの一部を見つけ，室内で

の実験の中にきみを発見し，一人で夜遅く篭． で観翠し，鶏員全員で力を合わせ，きみを見つけて

1亭をと少あって喜こび，あるいは，777‾と馳かしげ，をんにんも何人もの人が，そうして育

てあげた君なんだよ。

まのせくん，今からもうんと「とし」をとってくれたまえ。

たとえ，見かけ昧やせ細った君でもい‾いさ柁んの小甘を記蓉七もそれ嬰は夕とのことtをら堵

き＿み虻少っばな物誌として胸を年少たまえ○‾

以軌範陶の先生が言われた「親筆わ火のどとく」′細くとも，hつまでも消えること‾妄‾ぐ生物二

部の良い点を忘れをhようにとの富業を，hまでも私は心の粗としてしつセムる。

きみに． ノたく・きんの育ての翠が出せくるととを祈る。そ髭で，君臨趣生させてくれた人に‾

「線香の火のことく」と教えてあげて欲しレb

せのせを育てる加世田高校生物部，生物嘲過食育てるまのせ

すげらしいことだと思ク。

〔表紙説明〕

ツリガネムシ属（Ⅵ）rtice量Ia EHREN迅ERG）

触円錐状で，前端蝕ま首状に伸びない。 柄は煤旋に巻き常に伸縮する。

ラブパムツ属（Stenton OKEN）

体がラグノ1型でよく収給する。 囲口和ま碑に開き，収縮胞は口の近くにある。 核は紐状で長い。

体長　200－5，88ロ〝

「日本淡水プランクトン図鑑」保育社よウ
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は　　じ　　め　　に

我々部員にとって，草木や劫物たちに囲まれた自然の中での活鋤は，三度の

飯よりもたのしいものでした。 そして少しの時間があれば，虫を求めて野山を

ぶらつき歩いた。 時には，終日野山をかけめぐったこともあった。 しかし，そ

れは自然界にとけこんでいるものでなければ味わえない喜びでもあろう。 そし

：て我々部員は，この1年自然を相手に活動したといっても過言ではあるまい。

時とともにつくり変えられる自然，あるいは時とともに消滅し誕生してくる生

物の生界に我々は，身体ごとぶつかって生物を相手に取り組んだ。 生物の世界

には，きわめて表面的ではあったがその世界に足跡を残した。 それは，ある観

点から考えてみると無味乾燥な、ことかもしれない。 しかし何よりもうれしいこ

Pとは，やはり極く身近な自然や生物を柏手に活劫できたということである。 生

物の世界における，自然の法則の1つ1つは，鉄のとびらのように堅く簡単に

は開いてくれなかった。 開いてくれたとしてもすでに，だれかによって解明さ

れた生物の世界であった。 しかし我々にとってそれは，ある意味で満足でもあ

った。
そんな世界でも自分らの手で，自然のとびらを再び押し飼くということ

だけでもよかった。 この「まのせ」に掲載したもののおおかた全部は，すでに

解明されている基本的な． ものはかりで，だれにでもよく理解しやすいものだと

思う。そしてこれらの研究において，失敗したとしても，‾ただ，自然のとびら

に触れたというだけで満足感を覚えさせてくれるのである。

1969年3月
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金魚の呼吸について

2年　　本　坊　和　代

〔研　究　り　動物の呼吸によるCqの発生

（日的）

フエ／－ルレ，ドを使い動物の呼吸作用によ少発生ナ・るCqlの性質を調べてみました。

（実験材料）
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仕．金魚が入るぐらいの試験管を用意し，1％のフェノールレアド溶液を入れる。

（封孝に溶液の湿度が15tぐらいを保つように気をつけ，溶液の色の変少方を調べる。
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（結果j

正確たで去れば，最初の赤い液からしだいに黄色に変って来るはずでしたが長い時間中さ奉鞠こ．．・・

管の中に金魚をとじこめておくと酸素が不足し．死んでしまうのではっき少した変化は見ることが

できませんでした云溶液が多い割に二酸化炭素の凛生長が少く．それに資する時間の見当がつかな

かったことなどがこのような結果の原因となゥでしまいました。

〔研　究　2〕　水温の変化と呼吸数

（呂的）

フナにくらべ金魚は藷七にくhと言われています。そこで冷h水中に住んでhるフナとたま少水

の中で生活している金魚が水温の変化に対してどのような違いを見せるかということを目的として

調べてみました。
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（実験材料）

i氷・食塩（水温を0℃ぐらいにするために用いる二

アルコールランプ

ビーカー

（実験方法）

川　試験管に魚を入れたとき，大きすぎると激しく動ふて呼吸数の拠匠が困難になるので魚がヰや

動きのとれるぐらいのものを用意する。

物　魚は比較的小さいものを選んで試験管に水を入れ温度計を立ててから魚を静かに入れるよ、ぅに

する。

細目試験管内の水温は寒剤を使用しないと0℃まで下げることはむずかじくこ．，．また0℃での測定で

は魚がとおゥてしまうことがあるので注意する。

（4j　試験管内の水温を急激に変化させをいために水を満たしたビーカーの中に試験管を入れて少し

ずつ永由を変えるようにする。

（5）試験管円の水は．各実験のたびに取りかえ，水中の酸素の不足をかぎをって一定の条件で実験

する。

糸　温度計の球部は魚の頭部のあた少になるよう装置する。

実験中に魚が弱ることがあるが．このような噂は少量の食塩を入れた新しい水中に移して，しば

らく放置し状態の回復するのを待つ。

水 温

1 分 間 の 呼 吸数 ‾

金　　 魚 フ ’r　ナ

8 ℃ 2 0．5 　 ‾4 4．6

1 0 ℃ ・ d Z O 6　0．1

2　0 ℃ 1 0 8 2 1 0 6．2

3 0 ℃ 1 5 1．8 1 7 1＿8

このようにしてビーカーの水温を変え試

験管の中の魚のえらの1分間の動きを調

べる

0℃では20．5【軋　44．5回になるはずでしたが実験では一

種の冷凍魚のようにをわ呼吸が止ま少仮死状態にをやてしま

ったので観察できませんでした。
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作用がさかんになるからその影響だと思います。

（反省）

適当を実験器具が，揃わず呼吸数を調べるとき少々てまどった。

他校交換生物磁軸誌紹介

「生物の世界」Vol． 25

「しびっちり創刊号

「脈」Vol． 2

「寒説」VoL2

「甲南生物JVol． 5

平温魚は16℃ぐらいで呼

吸数70回ぐらしへである。

どんなに水温が変っても常

に平常に近い状態でいられ

ることがその温度に対して

強いということがわかる。

この表から見るとフナは

いつも冷た叫11の中にいる

せいか金魚よ少も冷たい水

には強い。

逆にあたたかい水には慣れ

ていをいせいであろうか呼

吸数が多くなる。

－づ投に喬物は気温が上昇す

ると呼吸数が多くなります

がこれは体内にかける代射

19d B　修猷館高等学校生物研究部

1958　鹿児島県立出水高等学校生物部

1957　鹿児島県立鹿屋高等学校生物部

1968　鷹児島県立宮之城高等学校生物部

19d8　鹿児島県立甲南高等学校生物研究部
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19宅8年10月20日（Sun）晴天

大　当　採　集　記

2年平川忠久

0コース加世田発く8こ20）－（バス）一大当（9：40～15：50）二二一失当発（15

：40）

0参加者平川忠久． 西村和之，粗目知博．春成正和

我々4人は，野間池行バスに乗りこんた。 話しらしい話しもしないうちに天当の家並が見えてき

た。停車すると同時に我々は，ふらつく足で降少立った。 谷川が消えてレ、る山の向こうに野間岳が

そびえている。しばらくしてから我々は，谷川をたどって歩き出した。 水田を時々，ツマグロヒョ

ウモンが飛び回る。それ行け′とはか少に浜川君らが追いかける。 途中，谷川には通行不能を場所

もあったが，頂上をめざして進んで行った。前方にシジミチョウらしきものが飛んでhる。 しばら

くすると，6月に大原君ら5人とキジョランを採集にきたときの谷川の合流点にさしかかった。 そ

の時は，右手の方の急な谷川を登って行った。それで今度は．左手の方にコースを選んだ。

左手の谷川は，ゆるやかを流れであった。

ここからは，ウラギンシジ． ギノかよく目についた。我々は総出でネットをふ少まわした。 －歩一歩

谷川を登って行くと5肛程の大岩が立ちはだかっている。 その岩は，コケが生えよじ登粧＝くかっ

たがどうやら進むことができた。さらに前方は，ススキの密生地であった。 我々軋突き出た石の

上をとびまわ少ながら進んだ。すると「ツマベニチョウだ－。」とネットをふ少なから春成君が叫

んだ。確かにハゲ山の端にツマベニチョウが目撃きれた。
．
この時々も我々はうれしかった。という

の軋ギョポクがあるかもしれないからだ。 あんのじようギョポクはあった。 それ法，dO叩程の

丈で葉は3～4m位の小さいのであゥた。 幼虫がいるのではと思い菜の表や裏をしらみつぶしに探

したが見つからなかった。それでまた先に進んだ。 着板を1枚敷いたような岩が十om位統しへた。

我々は．ここで一休みした。時々，ヤマトシジミが目につく程度で虹類はあま少いなかった。

今度は．ほんとうに通行不能であった。 谷川もやぶの中に消えていた。 それで我々は，、左手の急

を斜面のハゲ山をよじ登っていゥた。切株に手をやると折れ． 危険であった。それに野バラが地面

いっぱいに群がカ歩きにくかった。先頭は春成君である。 彼は元気よくやぶをかきわけ我々がつh

て行けそうもない速さで進んで伍ぐ。何ひとつ既を手に入れることなく我々は松林に入った。 突

き進んでいるうちに山道に出た。しばらく山道をぶらついたが全く蛙が目につかないそれに空腹に

なったので谷川に降少ることにした。

雑木林に入ると急夜斜面で，あた少はまっ略である。 たれも足を踏み入れたことがないと見えて

木々には，かずらがまきついてレ、た。それに落葉が5～d（訊位積み重なっていたためにしばしば足

をすべらせてころんた。ちょうど12：50ころでありたらうか，我々は，空腹にがまんならんの

－7－
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か，エキサイトしてし1る。相変わらず雑木林から抜け出られない。 突然，うしろからとんきょうな

声で「あぶない．／」と西村君の声である。うしろをふ少向くと石ころが落ちてくる。 私以下2名は．

ビックリクマゲて木にしがみついたりぶら下った少の一幕であった。 しばらくして5m程の岩にた

どカついた。ことでひと休みしていると浜川君が「ギョポクじゃをかけ7」とつぶやいた。 確かに

ギ富がクであった。石の問から直径28cm位にのびてレ、るギョポクの先にはほんのわずかの葉がつ

いている。ここでも我々はしらみつぶしに葉の表や轟を調べた。 幼虫は－ぴきもいなかった。 その

ギョポクのまわ少に払キジコランが2～3本生えていた。

やゥと我々は． 雑木林を抜け出して夜がめのよい岩石の上にたど一カつ示た。 1時過ぎここで昼食

にした。下の方では，水の落ちる音が聞こえていた。 それで2時ごろ降少で行った。 相変わらず歩

きにくい場所である。その時． 見かけぬ張を発見して「おい変を蝶が飛んノじょりど！」’というと彼

らは，われ先に降少て捕えようとする。 しかしお少ることができない。 うさ、ぎが通るようを穴を探

し出して降少た。妖払まだあた少を飛ゾまわっていた。 よく注意してみるとアサギマダラらしか

った。我々は追っかけたが捕えることはでき貴かった。 しかしここで5頭目撃した。 しばらくして

我々は谷川を下少ることにした。

我々が出くわした谷川軋ちょうどキジョラγの群集地らしく． 直径20～25侃大の葉をもつ

ものはざらであった。ここでも我々は丹念に新しい食痕を調べ幼虫採集に専念した。 しかし

だめであった。幼虫はどこに行ったのか発見できをレも

我々一同ががっか少して谷川を下ろうとしていた時であゥた。 草むらの中から薄黒い喋が飛んで

きた。峨かなと思って注意して見るとクロコノマであった。 そして彼らの動作も活気をかびたよう

にネットをふカまくる。ずりと下？ てい’くと今度はクロコノマがよく目につくように夜少採るのが

あきる位多かった。そして我々この谷川で直径dO仇位あると思われるギョポクの大木を発見した。

そのまわ少にある低いギ甘ポクには． 無数の食痕が残っていたけれど，やは少幼虫はいなかった。

結局我々は．ツマベニチョウの幼虫は発見でさなかゥた。

〔主を目撃と採集挟〕

ツマペニチョウ　　　　　1頭目撃

ツマグロヒ冨クモン　　　多数目撃

アサギマダラ　　　　　　3頭目撃

ウラギソシジぐ　　　　　秋型1頭採集

クロコノマチ雪ウ　　　　d頭採免　　♀（2）　谷（4）
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プ　ラ　ナリ　ア　の再生

1年　　浜　川　知　将

〔り観察の目的

再生について，牛に再生能力の大きいプラナリア（ナミウズムシ）で調べて見た。 なか，実験に

用いたプラナリアは長屋山麓で採集したものである。

〔2〕観察に用いた材料

プラナリア，井戸水t水道水には塩素がはレ、つているので，それを使うと死ぬ恐れがある。 ）え

享として卵の美味とウシカエルの肝暇を与えた。

◎観察l

プラナリアを縦に3つの部分に切断して下図のようにシ・ヤーレの中で別々に飼育してみた。

1日目①馳）の書粉に切断し，え音として卵の黄味を与えた。 切断面は白くなゥていた。

2日目切断面が黒りぼくなっていた。

3日目拡大鏡で見る・と，切断面が白く盛少上がった再生芽が出ていた。

7日目再生芽が生長して缶ノと也はほほ成体に近かった。

11日目（∋＠＠とも完全に再生した。

仁 義 一・一、、、
l

l 佗）
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◎実験I

aaプラナリアの頭が2つに再生したものが，どう至るかを調べてみた。 夜かaのプラナリアは

この実験の前に，頚部を日の所より5mぐらいのところより切り，約一週間で再生したもので

ある。 これは実願激闘中変化なし。

bbはどのように再生するか。

1月15日bは切片がくっついていたので切少離した。

1月17日bは切片がくっついていたので，切り離そうとしたら切断してしまった。

1月20日bはまた同じように後の方が切断された。

1月29日bは前の方は再生したが． 後の方は水の腐敗のため死んだ。

文化祭報告（1）

紺かく巌による浸透作用実験

2年　　川　崎　知栄子

7968年度耳雅祭に出展するため，‥コロジオン陵の浸透作用と対に卵かく鮫による浸透作用実

験を行った。すでに1年の時，浸透作用の原理は習ったが単をる講義だけに終わったので，よく理

解できをかゥた。 それで浸透作用というもの軋実際どん別ておこなわれるのか梓かめて見たかっ

た。

〔方法〕

11）卵のとが． っ牟部分に直径3～4m程のガラス管が入るぐらいの′」、穴をあける。

（2J中身を取少出す。 なおこの時小穴を砕かないように注意して取力出す。

（3）卵の中をきれいに水洗いする。 この時も（2）と同じように小穴を砕かないように注意して水洗

いをする。

（4）卵の中央部に，液状のパラフィンを巾5mぐらいの箱状にある云

（5〉希垣駿を入れた容器の中に，朝の穴をあけた部分の反対側を浸す。

（Gj卵かくとガラス管の接着は． ガラス管をあたため，ノてラフインをよく溶かしたものをぬる。

（7）シテ糖夜を卵かくの小穴まで入れてガラス密を接続する。 この時は接続した部分にすき間が

できないように注意する。

18）水に浸す。 ・ノ

〔結果〕

ショ糖は完全に上昇した。

〔反省〕

卵を何個か用意して〔方法〕を見学者に見せたらもっとよかったので姓をいかと思います。

－1－11－



コロジオン脱による浸透実扱

1年　　春　成　正　和

細胞質のいちばん内側にある原形質陵は． 半透性を持ち，維胞内の溶夜の分子（ならびにイオン）

の浪度の差によって，水を出入少ませることと，・水以外の物質について，選択的透過性をもち． あ

る種の分子（またはイオン）はよく通すが． 他のものは通書ないほどの性質を持っている。 この性

質は． セロファン・コロジオンなどの膜によって実験できる。

（材料と器具）

Q）レトルト台

包）メスシリンダー

色）ガラス管

色）コロジオンの袋

毎）シ計糖

（り　水

（う　その他

（方法）

ゴロジオンの袋の中に． 20％のショ糖液を

入れ，ガラス管との問に，すきまがないように

むすぴ．その上をパラフィンで確実にしておく。

シ雷糖液は見やすいように．染色液をいれる。

メスシリンダーの中には．水を入れ－コロジオンの袋が全部水中に夜るように． 観定する。

（結果J

しばらくすると，水は陵を浸透して． 袋の容積が増し． ガラス管をシ℡暗夜が登っていくのが見

られる。この結果を利用して． 我々は塩づけ夜どして． 濃度の高い食品を作カ． 腐放しにくくして

いる。なおコロジオンは，Collodion硝化セルローズ（おもにテトラニトロセルローズからな

るJを．アルコール・エーテル混合夜庭溶解したもので． 無色又払徽貴色のすんだ粘桐液． エー

テル具，引火性がある。塗布して、癒発させると．あとに強固を無色の険が残るが． この膜である。

これをメスシリンダーの中に．むらなく塗布して蒸発させると，メスシリンダーの形をした袋がで

きる。これはしだいにしほみ・一級で14ほどの大ききになり・プラスチ，クかⅠセルロイドの

薄し1巌のような感じで，レ、つそう藷発して堅くなっていた。しかし，又あと－液も水を入れたまま

にしておくと．ポリエチレンのように． やや柔らかくなってくる。

（反省J

コロジオンを使うのは，二律めてたったC）で，袋作カに手間どった。

－12－
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0結果

5種類の昆虫の中で，イェバェは高温にも，低温にも強い。 チョウは他の昆虫に比較して低温に

掛へ同じ昆虫を5匹調べたが多少のちがいはあるが，だいたい一致してしっるようだ。 働きアリと

兵隊アリの問に払たいした達しへは夜かゥた。

0反省

湯を入れるとき，水そうからあふれるのでもっと工夫したらよかったであろう。 材料の昆虫が不

十分でもっと多くの昆虫についても詭べた方がよかったと思う。

〔文化祭報告〕No． 1

カニYルの心臓潅流実録

1年　　田　中　洋　海・山　口　カ　三

9月25日． 我々は． 今度の文化祭でカエルの心板海流の実験をするためはじめて実験用のウシ

ガエルを採集に行った。この時は，万世中学校付近の田んぼで教頭採集した。 それからこのカエル

で2回心膝を摘出する棟智をして． あ少あわせの装置で潅流を試みたがうまくゆかなかった。

その後． 文化祭用のカエルを採集に数回行ったが，1回日の時よ少めっき少少査くなってしって捕

えるのに苦労した。なんとか4頭採集できた。

文化祭当日は，4頭全部を1日目に使用して実験した。 最初のものは． だいぶリンガ一夜がもれ

たがなんとか動いた。他のものも全都働いて成功したが． しかし，1時間ちょっとでほとんど動か

なくなった。

〔反省〕
と

0研究不足のため当日にあわせて．． うまく説明でき夜かゥた。
′
0昨年にひきつづいての実験で2，5年生には． あせりうけなかっ． た。
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犬　の　解　剖

2年　西．村　和　之

福　島　文　徳

1．日　　的

イヌを解剖して，観察し体制などが複雑ぬ分化したホ乳類の体の作カを調下、る。

ネズミをどのような小動物と異なゥた点，各幕管の大きさ，内払筋肉のつき方など。

〔器具と材料〕

・雄雌犬1頭ずつ（5才位で体長dO仇）・解剖着く大動物用J　＿†解剖台（自作）

・注射器（20叫入少）　＿・クロロホルム　・ホルマリンも4％）・生理食塩水

盛生理食塩水（恒温如如

Locke液（水100爪gあたわの量）

油C’1　　　89才

RC1　　　　　　8．042才

CaCIz no42才

油王疋03　　　　881－nO3才

C6HlzO6　　　　0・1－n25才

Tyrode液100椚gにつき

NaCl o．8才

肥1　　　　　　0．04グ

ーCaClz　　　・nO2才

h短C12　　　　　nOl才

I由比q n1才

地域Pq　　′　0・005才

CもH12q L寸才

（注）薬品を交水する時はよく混ぜ合わせて次物を入れるようにふ

2．方　法

1．クロロホルム20比を注射右に入れ犬の頭部をおさえて後足の静脈に注入するよ

く注射器の針を入れた時血液をすいこもと静脈にささっている証拠である。j

乙　解剖台にぐった少となった体を．腹部を上に向けて載せ．くぎを2本打ち両足をくくる。

i　脱脂綿に水をふくませて腹部を軽くふく。

も　下腹部中央の皮膚をビンセブトでつかみ．体の正中腺に抱抒直角に小寺く切タロを入れてそ

して．この切り口から．内払に傷をつけないように注意しながら切少開いてhく。

5・切り開いた皮府をピンでとめる。

且　つぎに腹部の筋肉を皮膚のときと同様にして胸骨の先まで切少閑らき．筋肉を取るe

t注意しをがら切射開いていくが，顎動脈のあることに特に気をつける。）

王　統いて胸骨上のうすい筋肉をはがすと美しい肋骨が露出して来る。

8　側面から内部を傷つけをいように肋骨を解剖用ノコで切断して，前端で横に切って取力除く。

これがすむと大部分¢内▼正接曇見えるようになる。

－16－



犬の解剖略図
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3．研究

0諸器管とのつながり・色・大きさなどの観察

0横隔睦などを傷つけないように注意しながら完全に切少取る。 そして標本を作るため標本ぴん

中の4％ホルマリンにつける。

0桁の長さを調べるために先端と後輪を糸で結ぶそして切る。

（注意）

・解剖，観察中は乾燥しないように，時々きれいを水や生理食塩水をかけることを忘れてはなら

ない。

・内粒の全体の観察が一応すむと，1つ1つの器管を調べるのであるが． このとき，注意はして

いても細い血管を切りたわして出血させてし奮うことがあると観察しにくくなるから，水・空

理理食塩水をかけて血肢を流し． 後は脱脂綿で吸い取ってしまってあけば良レ。

4．反省

生物部に入部して以来解剖というものをしなかった。 というよ少も犬の解剖を文化祭当日にや

ろうと二人で決めるまで動物らしい動物は今まで1頚も解剖を実行したことはなかった‾。 しかし，

当日快活に実行出来るようリハーサルやれ決定して以来気合十分で他動物もやって行く問に

慣れて行くのが員にみえた。 その時以来校内での反響は思ったよ少も大きかった。 反智など我々

自身ちっとも気にしなかった。 解剖につき一生懸命だったので。

とはレゝっても実際，前日まで強く思いこんでhたけれども当日はなぜか気がひけた。

昨年はウサギ． 今年はイヌであった。 なんとか2頭を無事終えた時はホッと一息ついた。 肩の

荷物が軽く覆った。 ただ． 今では女性が理解してくれた人がごく少数であったことには心残少が

してならない。大部分は恐い物を見ているかのようにただちにその場を去ってLへった。

校内批判の中に「解剖は何のやくにもたたをhJ「解剖をやってまでも人を集めなくてもよh

ではないか」r生物部は残酷だ」などがある。 これらに対して反論を言いたかった。

何も役に立たないという意見などはもってのほかである。 発表会その他の展示物に，各人の研

究内容，観察記録をあ少のままの姿で発表し展示すればよいと思っている。

批判・意見などは結果にすぎないのであるから。

おかくの体験があカ現在実行してたいへんよかったと思っている次第である。
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動物の血液の組成

2年竹ノ内久子

山内鼠子

ヒトの血液の様子はいろいろ桑本でよく見かけるが，他の動物のものは，あまカ見かけないよう

である。そこで私たちは．ヒト以外の血液を見てみようと思った。その方法として，血夜の永久プ

レパラートを作って，顕微鏡で見ることにした。

く器具とけ拳か

0レ、ろいろ夜勤物の血液少量

0顕微鏡

0スライドグラス・…・・…・・・数枚（石けんでよく洗って油気をとったもの）

0メチル了ルコール

0エオシソアルコール溶液い・…・‥（エオシン1才）＋（90％ァルコール100cc）

0メチレンブルー水溶液………‥－（メチレンブルー1才j十（水100cc）

く血液の水久プレノくラートの作力方＞

〈1）血液をきれいなスライドグラスの端につけて，それを他のスライドグラ元の上に密轟害せて．

・薄く一様にめり広げる。

（2）塗まつ標本をメチルアルコール中に2～5分浸したのち．取り出して水洗いする。

紗エオシンアルコール溶肢を塗せつ標本に十分にかけて．数分間染色したのち，手早く水洗い

して． エオシソを流し去る。

紬メチレンブルー水溶液を（3）の塗まつ標本に十分かけてl数分間染色したのち．手早く水洗い

して，自然乾燥させる。

く反省＞

本当のところ，敏察したものをここで述べるべきをのだが．私たちの手落ちでプレノヾラートを破

損してしま℡たので，とうとうここでは述べられないことになゥてしまLへました。それで一応文化

祭報告としてここに述べておきます。プレノくラート作製においでの反省で払最初，たくさんの動

物の血液を使って戟察する予定でありたが．いざやるとなると，簡単には血液が手に入らず，芋に

はいったものは，わずか，ヒトノくブタカエル，ミミズであった。そのうちミミズのものは，プ

レノくラートが作れず観察できなかった。これは．アルコールで固定する時に失敗して固定され夜か

りた。
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オノジーギlソ　ウ’の運動

1年　　大　迫　祥　三

われわれのごく身近にある植物のうち． 動物のように短時間で運動する栖物に興味を覚え． その

中から刺激に対して巌も敏感に反応を示すオジギゾウをとカだして，どのようを環境の下にかかれ

たとき反応するのか調べてみることにした。

実験用具の不足や，オジギソクが少しの刺激に対しても反応するので，実験はあまカよくいかを

かったが，オジギソウを見てきて感じた点や，実験啓で調べた事を述べたいと思う。

1開閉運動をする植物

オジギソウカタノくミ

タンポポt花びら）

’ネムノキモクセ／ナ

ムラサキカタノくミ

クサネムコミカンソウ

コミカンがク

マソバボタン（放しべ）

2オジギソウ

別名ネムリグサ

マメ科1年生草本

花淡紅色で球状に花びらが集

まっている。 4本の雄しべ

と1本の雌しべ。

3オジギゾウの実験

〔実験方法〕

もオジギソウが光に対してどうい． う・反応を示すか調べる云これに軋鉢植えのオジギソウを，

箱の中に入れ，曙碁をかぶせて5分毎に調べる。 ‘

（り化学変化に対してどういう反応を示すか調べる。 これには． クロロホルムをしみこませた鵡

竜オジギソウの葉や蔓に近づける。

也）低温に対してどういう反応を示すか調べる。 これには●冷蔵庫の中にオジギソウを入れて．

各温度ことに見て． その反応を調べる。

④l高温下の刺激に対して，どういう反応を示すか調べる。 これには． オジギソウを下から電熱

署旨であたためて，各温度ことに手やピンセットで射敬を与えてその反応を調べる。
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〔実験結果〕

もの結果

a）5分後

b）10分後

C）15分後、

d）20分後

eJ24分後

①の結果

a）2分後

b）4分後

C）5分後

色）の結果

a）14℃

b）15℃

C）†2℃

d）9℃

もの結果

a）室温25℃

b）38℃

CJ55℃

d）40℃以上

変化をし。

小葉が14程度閉じた。

示要か毎程度閉じた。

主菜のつけね（主葉枕）から主菜がかれて垂下した。

小葉もだいぶ閉じた。

ほとんど小葉が閉じた。

変化なし。
、

変化なし。

小葉が閉じはじめた。

しかし半分ぐらい閉じたところで止せ少，刺激を与えても反応は鈍い。

全然反応しない小葉もある。

少々だが先端から小葉が閉じた。

与云程度閉じた。

主菜の先端から半分程度の小葉が，半分程度閉じた。

大部分の小葉が閉じた。

このとき主薬に，ピンセットや手でつまんで刺激を与えてみたが，全く

反応・↓ない。

小葉の閉じ方やその速度が敏感である。

26℃のときよ少も一層よく反応する。

30℃のときとあまり変わらない。

反応が鈍くなる。50℃を越すと刺激を与えなくても小葉はひと少でに

閉じ．主糞柄も垂下する。

これらの4つの実験よれ次のことがわかった。

1． オジギソウは暗い所で，また㍉暗くなると葉を閉じる。

2． 本体を麻酔さすと反応しなレ。

五　冷温の場所では葉を閉じてしまい，反応をおこ音をい。

4・高温に覆るとひと少でに葉を閉じてしまう。

これは熱帯地方の高h温度に適応するためにかこる反応と思われる。

〔参　考〕

オジギノウの開閉連動は． ′J、葉のつけ根にある葉枕（ようちん）というふくれた部位に起こる膨

－21－



良三の変化による。某枕は主に菜組紐で，下側の菜組亀が吸水によって威圧が増した場合には，葉柄

はつき根から起き上がカ，反対に上方の柔組織に膨圧が加わると，葉柄は下に亨がる。

葉の先端に触れたとき，その刺激に対して． 細胞の興奮が起こカ，それが秦枕の方へ伝えられ，

そ¢）結果として膨圧の変化がおこる。

加世田市長屋山（1968ノ

2年　　平　川　忠　久

4月28日（日）はれ

0コース加世田（8：45）－（自転車）一千河（11：00）－（徒歩）一長屋山頂上11：

00）－下山（5：00）－加世田（5：10）

0参加者平川忠久福島文徳西村和之新田美千代

〔採集と目撃記録〕採一採集目一員撃数字は採集数を示す。
アゲハチョウ利一－1－ジャコウアゲハ1採多巨アオスジアゲハ2日キアゲハ多昌アゲハチ

著ウ多目クロアゲハ1採モソキアゲバ多目

シロチ3ウ科－1－－キチョウ多目2採モンキチョウ多目モントシ′ロチョウ多目

シジミチョウ科－・ムラサキシジミ1採

マダラチ富ウ科－アサギマダラ2日

タテハチロウ科－ルリクテハ1日ツマグロヒ苫ウモン♀3採84採多目

5月26日（日）はれ

0コース加世田（8：55）一汽車一千河（鼠：10）－（徒歩）・「長屋山頂上（11；10）

－下山（3：00）－－加世田（5：05）

0参加者新山先生林木先生平川忠久福島文徳西村和之山内園子竹ノ内久子

中生凰英子本坊和代山口光子新田美千代田中洋海本坊敏保浜川知博

山口カ三崎山民子崎山傾子有馬満代崖辻方子前田久美子祥子

阪本京子大島靖子金竹修一

アゲハチ甘ウ多目ツバメシジ寸多目2採キアゲハ多目モンキアゲハ1採ツマグロヒ℡ウ

モ㌢多目2採ダイヤヨウセセリ1採キチ冒ウ多目イチモンジセセヴ2採アサギマダラ2日

1採
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川辺郡嘘池（金宮地）（1968）

6月8日（土）はれ

0コース　　加高一（自転車）Y－【一唐池－加高

0参加者　　平川忠久　福島文徳　一西村和之

（主を採集品と目撃）

ツマグロヒョウモン　谷2採集　′♀5採集

キチ冒ウ　多数目撃　　　モンシロチョウ　多数目撃

ツバメシジ～

久志～坊（1968）

5月3日（日〕はれ

0コース　　万世－（ノてイク）－大浦－久志　　　　坊

0参加者　　平川忠久

（主な採集品と目撃）

ツマベニチョウ（2頭目撃，1頭採集♀）

ツマグロヒョウモン（多数目撃）

モ／シ′ロチ諺ウ

ツマベニチ才ウ5月る日（71）産卵（不明）　　醇化まもなく死亡（原因不明）

8月3日（臼）くもカ

（主を採集と目撃）

ツマグロヒョウモン（多数目撃）

モン・シ′ロチョウ（5頭採集）

ツマベニチョウの卵1個憂ヨポクエ少採亀をお大浦坂付近のギョポクは伐採きれているのが

多くあゥた。
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光合成に及ぼす波長の影響

1年　　有　馬　満　代

く日的＞

光合成と波長との関係を謝べる万法に． エンゲルマンの． 細菌法があるが，武者は療ふの色溶液

の中での，水草の光合成速度を比較することから，気ほう発生数による間接的方法をとった。

く材料と実験方瞳＞

0水草（クロモ）

0着色液赤色（赤インク）青色（硫酸銅）黄色（ピクリン酸）

緑色（ライトグリーン）

実験方法

水草（クロモ）を，非着色，赤色，埼包，黄色，緑色の純水（温度を同じ状態に保つ）の中に入

れ，電灯の光によって，一定時間内に発生する気ほう数を調べる。

く結　栄＞

発生した2分間の気牧う数

（暗室dOW電灯よカ． 1叫牲れたビン（牛乳ビン）の中で行なう。 43年9月）

右の表から，青や赤が最も光合成速匿が速く，緑

の速度が卦そいということが，わかる。参考資料表

汀と，比較してみても同じようなことが言える。た

だ．赤色と帝色においては．参考資料の方は．赤色

の方が青色よ少も，光合成速度が通いがl私の実験

では逆に，青色の方が速度が速くなっていた。また，

参考資料耳から，光合成速度の速い光の波長と，ク

ロロフィルの光の吸収が，よく行なわれる水液とは．

1 2 3 4 平均

水 2 0 1 7 1 8 1 7 1 8

膏 2 5 1 8 1 7 1 8 1 9

緑 8 2 2 3 4

黄 1 0 d 7 d 1 7

赤 1 9 1 5 1 3 1 2 1 4

ほほ一致することがわかる。それから，実験の途中に気づいたことであるが，水温をかえると，気

ほう数が大部かわつた。以上のようなことから，光合成に必要を条件の一つとして．光の波長や温

度も，関係することがわかった。

く反　省＞

この実験は，「光合成に及ぼす波長の実験Jの中でも，もっとも基礎的段階であって． まだやる
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べきたくさんの実験が残っている。その一例として

〔り電灯の明るさ，距離の遣いから生ずる，気ほう数。

〔2〕種々の水草による個体差。

〔5〕日光による種々の着卿光合成速度やちが里▼

〔4〕私の行なった実験結果と，参考資料表茸の赤と膏の速度の通いは，何によって生じたのか。

〔5〕1～2回への気ほう数が． 着色肢におバハて急にへっているのはなぜか。 着色液の影響はな

かったかc実験にまちがレけま夜かったか・をよく調べるq一＿▼

上のようなことが，まだ残されているのでiなんとかかたづけていきたい。

く参考資料＞

表Ⅲ

t
光
合
成
の
効
率

緑葉における光合成の

作用スべクトノレ

バ緑色権物の生理がよカ

′、′ヽi

400500600700

育緑黄～橙赤

－　25－



19占6年－8月10日～12日

欲　目　調　査　会

0コース先発加世田（8：25J－バスー大輔（＿9：20）一徒歩一秋自（11：10）

、後発加世田（17：10）－ノくス一秋巨し18：20J

O参加人員

先発；新山先生三二平川忠久西村和之福島文徳・田中洋海浜川知博本坊敏俣

山内厨子新田美千代久米佳子有本久美子

後発潅木先生本坊和代新田ゆ少子川崎知栄子中堂固英子有馬満代崎山民子

金竹修一

特別参加；小浜先生新屋修一窪田美里執印文子

今年も昨年と同様に，ニ泊三日の調査会を行なった。目的は，一昨年．中途で終ったギョポクの

分布やツマベニチョウの生態についてさらにレゝりそう詳しく調査することと植物採集などが主であ

った。以下3日間の活動報告である。

8月10日（土）（晴のち雨）

8時25徴． 加世田発大浦行のバスに先発隊

の新山先生と部員の5名が乗りこんた。窓を照

らす朝日は，まばゆく湿っぽい空気をむんむん

させる。昨日払あれやこれやと採無の準備を

しながら秋日での計画を言いあっていた彼らだ

が，今日の彼らは，まるで1人旅をするかのよ

うに沈黙していた。

d名の部員は，‾、施療を確保できたが．万世の

慰霊塔下で乗車した1年生部員には，座席はす

いてなかった。まるで引越しでもするかのよう

をいでたちの1年生部員の荷物は，網だをにも

おさまらず結局私と共に通路に置かれるはめに

なった。万世より先輩の窪田さんと執印さんが

乗りこも。小湊をすぎるあた少から乗客の数も

へカやや車内がゆりた少してくつろげるように

たってきた。部員の中には，退屈を吹きとはす

かのように，7クビをする人もレ、た。ほんとう

に我々部員にとって車内での時間がもっともつ

らい。乗客が降カるにつれて我々の荷物である

ネットやドウランそれに我々の所持品がわがも

の由に網だ夜を占領しているのがいかにも生物

部員の乗車を象敬しているかのように思えて内

心笑いがとまらなかった。（平川）

バス停よカ秋目までの，約9Kmの行進が開始

された。太陽の光が馬鹿に強く照りらける。

自らリュックを繚負い傾斜を登った。さっき

からオレの頭上あた少をハチがただ1磯で旋回

しているが漸わけにもいかず，走少に走った。

リュックが背中にあることも忘れ．そのすえ

ヤゥとのがれた。3人の娠屋たちは，ネットを

持ち亨かんにキaPキ守口している。迷疎でも

ネットにおさめようと思つてか「前進，前進，

また前進」のように歩みを早める。女子部員も

又ひたすらに歩く。朕・植物の出現も増加しつ

つある内に，ネムノキ．イヌビワ，ヤマビワの

群集地に来る。ネムノキには，アゲハ採類が多
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〔秋日付近略図〕

妓（注）

き亨・
ギaポク発見場所

X　ツマーてこチ3ウ目撃地点　－

⑬　ツマベニチ彗ウ捕獲地点

A

－27　－



く花の淡桃色が空の背と重夜カあってとても美

しい。〔西村〕

卓で先に行った小浜先生と新田さん． もう着

いているかなとみんなで話したり，途中にある

植物の名を新山先生や先輩たちに鞠きながら歩

いて行った。みんなが少し疲れてきて，静かに

なったころ，ひんやりした風が吹き出した。 や

っと峠に着いたのである。秋目が見える。 海が

とてもきれいだ。みんな感嘆の声を出している。

だけど，あんま少．のんびりもしていられ夜h

ので，みんな冷たい風にあたって元気を取少戻

して．峠を下力始めた。 そこから先は近道を通

るのだが，その近道がひどいものである。 私は，

秋目には一度来たことがあれまたあの美しい

海が見られるのかと思って．胸がワクワクして

いるところに，その道がひどい下り坂なので足

はガクガクである。途中で止まろうと思っても

加速度がついてきて簡単には止まれない。 止ま

ろうとする時には，茸や木につかせらなくては

止せら夜かゥた。それでも，それを楽しみなが

ら秋日に近づいていった。【山内〕

やっと近道を通少抜けいよいよ秋目の家々が

見える所まで来た。秋目の町はそんなに大きく

はないが，何となく気持ちのいレ1町のような気

がした。【福島〕

11時過ぎ，すでに小浜先生と新田さんは．

秋目小学校に着いていた。小浜先生は，掠しそ

うにアコクの影に休んでおられた。 「先生．／荷

物は†」とたずねると［上に運んたふ」との返

事に我々はそろってド′ェー」（感謝の驚き声）

を連発．まるで我々の苦労するものはすべて小

浜先生に押しつけたようを感じでなんとをく悪

い気持ちもし私〔平川〕

我々先発隊としては． ここまでの遠い距離を

だれ1人として音をあげずやってとられたもの

だと，今さら感心する次第だ。それから我々は

秋日′j、学校へと向かった。秋自・」、学校は付近の

民家よ少も－一段高くその校門には大きなアコウ

の木がおい茂っていた。まるでジャングルみた

いに．暗くその老木のかんろくにみん夜感嘆の

声を出していた。【福島〕

ぼくたちの宿舎である秋目・」、学校払校門の

階段の途中に7コウの樹令380年という大木

があった。これは．我校でいうと「おうち」に

必適するものであろう。学校の大書は，さほ

ど大きく夜かったが前を海．後を山と，とても

変化深く位置してお力まわカを色とカビ少の珍

らしい亜熱帯栢物がおかしハ茂っていた。大げさ

かもしれないがまるで南洋の島にきたようを感

じがした。それからぼくたちのところで軋も

うあまカ見受けられ夜い「せみ」も少しうるき

く感じられるぐらい鳴いていた。 さっそく1年

男子部員は網を取り出して「せみ」のとタくら

べをした。しかししのやさしいはくたt止し

（ウッシシシ）かわいそうになって逃がしてや

った。
〔本坊〕

長い階段を一段」設登ってやっと秋臼小に着

いた。小さな学校ではあるが，まわカには，ハ

イビスカスやキ讐ウチクトウやソテツなどきれ

いに植えこ甘れていた。我々が一番驚いたこと

には図書室の屋根よ少も高いゴムの木が，大き

な葉をつけていたことだ。気候がこん夜にも遣

うものかをあと思ったりもした。また校圧には

大きなセンダン（加高シンボル）が5本塞バハし

げ少．夏風にあかぎながら． 笑顔であいさつし

ているかのようである。なんといってもここま

での道の少で水を恋しく思うのもあた少まえの

こと．男子の大半が水道の前に整列まるで，ブ

タがしきりに飲んでいるかのようだ。 〔ブタと

はちょっとひどLへかなあ〕
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亜熟青植物にと少圏甘れた秋自小から見える

景色もまた格別，我々が難儀苦労して歩いて来

た道も．．ここからは，はっきり見え，今さらにを

って感心する次第だ。 〔福島〕

大望の水もやゥと私達のロを迫らせてくれた。

道具を宿直室におき． 今度は，腹ごしらえ。 家

から持ってきたおむすびを某食堂に持っていき

口いっぱいにほおばりながら太陽にキラキラと

輝く海を見てうっとり。

「おはよう。 おはよう。 卦とうちゃ人心」と

いう声（？ ）に驚き政を上げてみたら，かわい

らしい九官鳥が話し（？ ）をしていた。私達も

おもしろがってつい話しかけた。

やっと満腹に夜少海へ出てみた。 小さな男の

子遠が5～4人若を石でたたいていて何か長h

ものをとり出していた。 ミミズらしかったが．

ちょっと長すぎたので「何日とたずねたらゴ

カイだと教えてくれた。 ゴカイをミミズだと思

うなんてとんだゴカイ・だった。〔久米〕

2時過ぎ我々3人つまり田中，浜川君と私は

漁港に泳ぎに行った。 浜川君と田中君は，泳ぎ

は達者と見えてよく泳ぐ。 漁船の近くは約16

0cmぐらいの深さであった。 そこまでさも大変

遠いように思えた（約10m程）彼らは，潜水

したカ，漁船から飛びこんだ少し＿て1やる。我も

負けじと思いむやみに泳ぐ，にごった嘩水は大

変気持悪いものであったが。 島の方の海よりは

安全であった。 丘で退屈そうに夜がめていた本

一坊君が「はよあがれ．
／」と何炭かせきたてる。

▼そのうちにギ苫ポク調査を思い出して彼ら2人

を残して宿舎にもどった。

西村君と2人で学校近くにあるB地点のギョ

ポクの調査に行った。 泳いだあとであったので

足は大変重かった。 何とか上夕道を行くことが

できた。 1ケ月程前ここには来たことがあった

ので，ギョポクを見つけるのには苦労はいらな

かった。約5～d本のギョポクがあったろうか

幼虫や卵は何も発見できなかった。詳しく何度

か訳べたが同じことだったのであきらめてA地
て一－・－－・・
点に向かった。雲ゆきがすこしおかしくはなっ

てきたが，ただツマべエチ冒クのことが頭から

離れずに，そのままA地点に行くことにした。

しかし途中我々は，夕だちに出くわし先に進め

なかった。約30分程太木の下に雨やピタをし

たがその宿もついに，浸たる雨水で居ることが

できをくなった。それでしかたなくぬれて引き

返すことにした。〔平川〕

背中に水瓶が落ちて来る。 せりたく気持ちが

いい。大事をストロ∴、，トも雨のためだいな

しであるがどうしようもなかった。 （どうせは

うだからいいよ）我々2人と同じようにアオス

ジアゲハと名前不名のシジミ院が羽を休めてい

た。部良は無言のまま雨を眺めている。

し1き夜少一言r帰ろう」僕もそれに従った。

あとは口も開かずに秋日中まで行った。 福島君

たちがじろじろ見た。ベトコンみたいな感じが

したのだろうか？〔西村〕
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8月11日（月）暗

女子5時起床。 男子諸君の朝食と弁当を作る

ために，一世一代の勇気をふjフしぼって起きた

というよ少，初めての朗で早く日が覚めたとい

う方が，よいようだ。〔有馬〕

今日は朝食の仕事でいそがしかった。 台所は

せ甘いし，多人数の食事作りやらが重なって，

どうして食事の仕事に時間がかかった。 「弁

当を作った，り，また食事作少に来たので按をい

のかを」と疑うぐらいであっ車。 ，〔新田蜘〕

男子5時起床。 たいていの部員は起きていた

がただひと少．金竹君だけは，ゆうべねむれな

かったと見えて最後まで寝ていた。 女子部員は

早くから朝食の準備らしい。さようは，我々男

子部員がまちにまったとレlってよい千ツマペニ

チョウ」の生態について調査する日でもあカ何

となく期待がもてそうを朝だった。 【平川〕

昨日の夕立ちと朝露とでしっと少とあたり一

面がぬれてすがすがしい夜明けをむかえた。 朝

食をすませてきっそくきょうの活動の準備にと

少かかった。〔田中〕

女子の人たちの仕事が実れっば夜男子の

弁当かできた。朝食の後始末は，2年生にまか

せた。〔崎山〕

8時でろになるとセミが鳴きだしたわ，まわ

りの山々を見ると少しでも出歩いて見たく覆っ

た。山へ行く用恵もしていなかったので，海岸

近くの植物採無をやった。〔新田的〕

我々男子7名は． 採粂準備に大変時間を費し

たが9時頃出発した。 コースは，秋目から平崎

までの約4Kmの道程と谷川であった。 左手に切

少たった山を右手に美しい入力くんだ海岸線を

見なから「7人のさむらhJの行進であった。

湿気と暑さのせいか歩きづらい。 そのためかみ

ん夜の足ものろい。一番のろいのは？ 私であ

った。右手の海岸線は大変美LL㌔ガ’－ドレー

ル越しに見る青々とした海もまた格別であった。

数分問？自然の美しさを味わっていると，彼ら

が「けよこh／」と叫ぶ。 披らははるかオ禎た

にいた。「ちくしょう． 俺様をひと少置き去り

にして」と思いをがら彼らを追‘っかけた。そし

て追いつくのに→苦労したふ〔ヰ川〕

我々は． すでに高い大隊の下をチョウを求め

てガードレール沿いにゆっくカと歩き出した。

（もちろん弁当も忘れずに持って）しばらく行

ったところで西村さんが山の労へ飛び去ろうと

するゴマダラチョウを，もちまえのがむしゃら

さ？
で強引にネットにたたき込んだ以外は何の

獲物もなくあた少の美しい景色を眺めながらわ

いわいと言いながら，くねくねと曲って続く道

ぞいに谷川のある所をめざし七テクテク歩いて

レ、った。
〔田中〕

途中，我々は暗く両側に低木がおい磨ってい

る谷川を発見し少しずつ登っていった。 みんを

張少きって登って行やたが何も見えなかった。

それでも登って行くと平川さんが途中でつい

にみんなが待っていた「ギ表がク」を発見した。

みんな急に元気づいたが，だれかは？ のどのか

わきにたま少かねてそこにあった，ポウフラめ

いる水を飲んでいた。その時，私したちむ1つ

の失敗．それは幼虫を入れ去箱を忘れたことに

気がついた。そこで平川さんにも幸福十指

もらって入れものを取っセ来包．どとにし本坊君

はそこに待機すること忙しで我々Lはふ免疫上ゐ

方へ登っていくことにした占そこから約20m

ぐらい進んでいくとだれかがとても大きな人定

を見つけた。
みんな大騒動したがすぐ匪‾定むは

逃げた。それからは，又もとのように何も見え

ない単調を山登りであら′たbそこセ収定か何も

をいので我々5人は下り始めた。 帰るときは，
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もと来た谷川よりも別恵谷川を通って帰った。

本防君や平川さんたちとは． お互いに交信し

たがら（ほんとうは大声を出して居所を確めあ

った。
）合流した。 もうすぐ下少かわる前の雑

木林の中で「クテハモドキ」‘らしいものを発見

したが捕えることはできなかった。さてこれか

ら我々はいよいよこの採集凍行中で最大のシー

ンを展開することになる。それは，田中君がツ

マべニチョウを巨聾したのであった。 〔浜川）

ついに我々は． 雄大に飛びまわる「ツマベニ

チョウ」を見た。それ軋幾日かぶりの対面で

あったがこの時は，じつにすばらしかった。 我

々払＿「時あっけに－とられ追いかけようとする

者はいたレ㌔しばらくして田中君をはじめとし

て「ツマづモチョウ」・を追っかける。「ツマぺ

ニチ3ウ」は，谷川に沿って滑空を始める。 そ

れも1～2分間のできことであった。 そして双

臓を取少出して‘－彼”を見送る。‘．残念’’と

みんながっかクした1コマであった。 〔刊lり

一応全員谷川を登ったが，・たいした採集もな

く我々がガードレールあたちにうろうろしてい

たが谷川の下方にある名前不明の木にアゲハ奴

が多かったので採集のためお少た。
この時「ツ

マべテチ℡ウた．／Jイはよとれ．／」などが閲こ

えたがどこにいるのかわからなかった。 頭上を

見ると奉る掩ピッマ・ベニチョウであった。何と

なくネットを阪少まわすと例の物が突入してき

た。レゝや好かれたらしいというわけである。 標

本は何回となく見ていたけれども． 採集は始め

てであったのでVeryよろこぼしかった占

〔西村〕

我空も負けてはならぬと谷川の下方へツマベ

ニチaウ採集のために下方へお力ることに覆っ

た。
珠屋7人総動員してギョポク探しである。

ツマベニチヲクが旋回していたあたりにきっと

あるだろうと思って採していると，蒔きが1m

～1．5研位のギョポクを発見した。 幼虫はいな

いかをあと思って探していると，食疲らしきも

のを発見したp「これはひェっとすると」と思

って内心ホクホクして探した。
しかし，我々の

期待もむ表しく幼虫はいな、かった。しかしまだ

ギ富ポクがあるだろうと思って谷川ぞい麿歩く

と．最初発見したギョポク：の地点よ、カ，20m

位の下方に高さが17方位のギョポクを発見した。

蝶屋の連中は．「あーおったかあ」の逼免等

ゥそく全員総動で探しはじめ密。ギデポクは低

いけれども，谷川に沿った所に1本それから少

しは表れて畑の土手みたいなところノに，1列に

なったみたいに2～5本生えている。 しめたと

思って葉の一枚一枚を念入りに探した。 「おっ

た／」と誰かが叫んだ。また「かった」また

「おった」と皆笑顔を見せて楽しげに採ノ亀して

いた。ここで採集した幼虫17頭はすべて1令

幼虫であった。また卵10個ち採集できたこと

はうれしかった。後からきた田中君が最初僕達

が探したギョポクよりツマベニチ甘ウの桶菅．，

2個採集した。僕達はうれしいのが半分． くや

しいのが半今の気障だったが，我や奴屋が収琶

のありたことは何とい？丁も谷川を上ク下った

り拝にまみれて戻し玩けた努力の結晶だと感謝

感激雨あられであった。

それから我々は女性の人達が手作少してくれ

た弁当を食べた。その時はちょうど11；50

分「をか夜かhh時間じゃ率いか」と言った少

「この弁当は格別だ」とは．やくのもいるしみん

なでわいわい言いながら食べるのもなかなかけ

っこう。革に我々はいいみやけも取れたLrま

ずい弁当でもこん夜気分じゃうまくなるものだ

なあ」と言った少もした。この採集した幼虫や

蛸．卵をよく生理して． 後の調査にさしつかえ
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ないようにした。さあいよいよ出発ここで休ん

だ相加ま40分位これから刊奇まで歩かねばな

らない，これからが本番と膏も元気そうであっ

た。〔福島〕

前にのべたように． はくたちは大戦果をあげ

腹もつめこんで意気揚揚と鼻歌を歌いながらの

行進である。右手下の海はますます美しぐ． 快

いそよ風に包まれ気分は最高である占しかし今

度はなかなか獲物にめぐ少あわない’，′たいくつ

である。あくびの1つもでる． 世間話しもでる。

夜にも収監もない‾喜寺平崎に’到執これから先

に行っても何もないだろうということで店でひ

と休みしてから，また今来た4Kmの道の少をと

ほとほと帰りはじめた。すると突然ツマべこチ

ョウの出現．1番先に発見した浜川君，もちせ

えのファイトでツマペニに突進，ツマペニはお

っかない浜川採集者の追跡をのがれんと人家に

逃亡する，その時西村きんも追跡を始める，2

人のとり競争である。
それでも浜川君追う，つ

いにツマベニ浜川の季プトに捕えられる。 さわ

ざにかどろいた家の人がとびだしてきたd浜川

君いかにも，うれしそうである。それにくらべ

このぼくはまだ1ぴきもとりていない。 “くヤ

しい－． ／’’ぼくたちは西村さんと浜川君は

きぞ夕飯がおいしいことだろうなどと語りをが

ら阜た歩きはじめた8時計は2時をまわってい

る。だんだん話しの中心がぼくにうつタつつみ

んをからかいはじめた。（まだ何も戦果をあげ

ていないから。j曙くはそわそわしたした。 と．

突然平川さんが“メス了カだ．／’’とさけんた。

これはチャンスとばか射まくはその疎に突進．

土手に近づいたところでぼくの足が－憐苗に浮

いたと思ったとたん，若に激突，龍が単にかあ

われて穏れていたのた，するとみんなは大きを

口をあげてげらげらと笑いだした。
「碁の喋は

ツマグロヒョウモンだ」と平川さんたちが説明

した。ああ－…一丁穴があったらはい少たレ、。もっ

ともhまは土手の穴に入っているけど。 でも女

子部員とレゝっしょでなくて▼よかった。たってか

つこわるいよね。、それから福島さんはいつもな

がらのクスクス笑いどおしである。 ‾ぼくの心は

ます章すくきってきた。〔本坊（敏）〕

本坊君はさきほどから常に我々の後にいる。

彼はさつきから何もとらずに手持ちぷ故のよう

であったので我々が奴にかつをいれたのである。

それで我々は彼が着にぶつかるまでを（実は大

変大変気の毒であったが）ゆ？ く少と見ること

ができたのである。話しはかわるが，このころ

金竹君は具合が悪いらしく劫がふくらんでいる

ようだ。亀不足か夜と思って問いただしてみる

と浜川君の答え「ゆうべ夜づ少をしたからその

時のチャンプクにうらま・れたたっかも」そうだ

そうだとみんなの話勉にそのことが本坊君から

うつカつつあった。〔平川〕

平時で自ら採集した物は少なかった。 しかし

仲間の連中が大部分採集していたようでもあっ

た。行く時は名称のわからなかゥた樹木もアコ

クであることに気付いた。我々の騒ぐらである

秋日中の前にあるアコウは椀に広がっているの

に対し，ここのアコウはスマートでイチョウの

葉形をしていた。又蛇のようにツタがからまっ

ていた。そのブコウ吾見て’いるとふと．そばの

エノキにアオスジアゲハが1頭休息中であった。

ネットが届かない。 オレが届かないのに他の

趣中が届くはずがなかった。そのためか，自然

に手が道路の石ころを取少射撃に覆った。 どう

せ投石したからとて撃墜出来をレトことは十分承

知していたからだったのだろうか？ 現実は厳し

くエノキの葉にもあたらなかったp他に1頭い

たらしくて2現の蚊は消えた。 福島君はこれ又
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大事モ芦で自分では大変じょうずたつも皇）で歓

を歌う。三角ケース0撮，毒ぴんをのぞき，そ

して両サイドの植物を手あた少次第に採集して

いった。残念をがらこの時の採袈植物の名称を

記した紙は紛失してしまったが。〔西村〕

私は精神的にまいるほどほんとうに苦しい妓

労ぎみてあった。採集からいや平時からの帰少

道はほんとに遠かった。帰る途中． 浜川君がツ

マベニチョウを採粂した時，本坊君が，例の岩

に突進していつたとき，この2つは，ほんとう

に私の疲れを吹きとばしてくれたが．
私の今回

の収軽はゼロで吟んとうに帰少道はつらかっ． た。

しかし，初めて来たこの奴の本場で． 収穫が

なかったのは執念たったが．ツマベこの飛来し

ている時の美しさや，伺匹も見たから実にため

に覆り気持ちが良かった。それと広々とした東

シナ海の青々とした美しきや，眺めわたした遠

方の山蝋はすはらしかった。それ故に今日の採

集は骨折少損のぐたびれもうけではなかった。

フグちゃん（病気のこと）ではほんとうに今日

1日が，くやまれたをあー。 〔金竹〕

♯木先生をはじめ女子9人軋近くの山に登

少にいった。しかし登少道がわからず． 上った

タ下ったりして，ようやく見つか少． 登少始め

た。小浜先生は途中で，落伍して残り8人は，

上へと登って行った。〔崎山〕

最初は意気ようようと． して登って行きながら．

近くのヤブの中にいた・コ・ミ1．スジやイポメガを採

少ながら行った。ところが疎んだん登っていく

につれて．先に引き返した小浜先生がうらやを

しくをゥてきた。道が前日の雨のためぬかるん

で，すごく滑べるのだ。崎山まん夜んか，滑べ

って，ト′レノ1ンがどろんこてあった。それでも

みんな結硫上まで登って行く。それにしてもこ

こわらのヤプの中には，ナこ′j、さまざまの続や甲

虫その他，たく喜入いた。名前を調べるた胎に

探っておこうと思っても，道幅が狭くてその上

まわに接木や竹がおい茂タネットを鼓っても

柄かまわの植物にあたれその間に蛾はすっ

かカ彰も形もをくまっているわけである。

〔山内〕

まわ少は高い苺やぶ。 私みたいをチビでは．

かくれてしまし1そう。それでもどうにか進んで

行くうちに，ケーブノレの綱が通っている所にで

た。「この鋼をわたって下まで行くうちに払

手は放きついてくるれ／J夜んて． 妙を奉げか

タ話して何も収軽のをいせも下少始めた。 苦

労して登ってきた道が．おもしろいようにすべ

る。あちこちで，木の実をつまみ食い（7）し

薇から，下った。〔有馬〕

昼から虹舟で貝取カに，年に数えるぐらいし

か行か夜い私は，海水を何回も何回もすくって

は海水に感心していた。太陽が照少輝いている

海は表現できを叫まどすばらしかった。 夜は皆

で花火をした少，昼取った只を食べた少した。

その夜は．もう家へ帰るのだと思うと． をか夜

かねむれなかった。4日分の家を愛さない人は

いない”そのものずば少であった。 〔新田的〕
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8月12日（月）暗

ウニの受精の様子を見ることにしていた。 昨

日．採集したウニがすべて行方不明に竃：つてい

たので，しかたなくもう一皮採集することにし

た。すでに岸の方は満潮で採少にくかったので

島の方で探ることにし，田中君と2人で泳いで

わたった。波が大変あらくてウニを採集するの

はむずかしかった。しばらくもぐっていると，

ブこ変寒くなりガタガタふるえどおしであった。

それで田中君と交代した。田中君は，潜水がう

まいb1人で5～6個も採集した。 しばらくす

ると入れ物がいっぱいになったので帰ることに

した。〔平川〕

さて我々娠屡5人これからA地点への採渠調

査に持って行くものを整えそして出発。 学奴の

裏山みたタはカの群集地らしく，ちょっと立ち

止まるとチクチク。念願のツマベこチ冒ウにも

会えないし気はイラだっばかり，それでも我々

はテクテク歩いていた。学校から10～12分

位歩いただろうか7その時，迷娠らしきものを

発見，すかさずネプトを振り回した。 しめた． ／

と思ってネプトの中を見ると何と大破したルッ

クテハだった。残念無念と，前の元気はどこへ

行ったやら3人ともがっくカ。 とにかく迷媒ば

かりが目的ではないと思いをがらビーティ／グ

して行くうちにみかん佃があった。 その地点に

杖アオスジ了ゲバ・ルリタテハ・ツマグロヒョ

ウモンなどが飛来していた。アオスジアゲハを

採集しようと思って．ネットを底力まわすけれ

ども，早くて残念また残念の連続である。

〔福島〕

ツマべニチョウに会えるだろうと思って5人

で出かけたわけである。むんむんした暑い湿気

が我々の血をなでる。今日は福島君は，運がよ

いと見えて彼のネットにはよく昆虫（娠）が飛

びこんでくる0（いや奴の技術が良いのかもし

れない）目的のギョポク群集地までは2～3KⅢ

ぐらいはあろうか。急ぎ足で目的地に向かって

いるのだけれども速度が遅く思えて気も自然と

いらだって来る。（腹の虫も騒ぎたてる時間に

なったから7）その時，西村君と福島君が「か

っこいい．／」とネットを駐少回しをがら絶叫し

あってレ、る。たんのことか夜と思って彼ら2人

に追いつくと彼らは，ネットの構え方の講習で

あるらしい。しきりに話していた。

何分かかったであろうか。我々はやっとギョポ

クのある地点にさしかかゥた。待ちわびていた

5枚葉を目の前にした． のである。

一瞬．西村君の悲鳴である。 我々2人は貯ま可

と助を見合わす。（いや．ツマベニチ雪ウとで

ある。）昨日の喜びがまださめきらないうちの

出来事で我々は有頂天になってネットを振る。

我々は頭上を美しい羽を大きくひろげて旋回す

る蚊の姿を見上げると．にくらしい気持ちにな

る。またもや． 西村島の声である。 「とった． 勺

と言う語と同時にツマベこチョウが一瞬ぐらつ

いたが残念をがら故のネットの中には姿はなか

った。
5月に来たときの様子と全く変わらずの

状態であったが崖道にギョポクの枝が折れ，そ

のため突き出ているのが気になった。 〔平川〕

我々はここに来るまで． そうたいした成果も

上がっていないので．せめて幼虫でも廃しよ

うと思って3人大いには少きった。

もと谷川であったらしく大石がゴロゴロとして

歩きにくかった。ギョポクが驚くほど密生して

いた。大小さまざまである。

まず最初に1m位の木よウ2令幼虫1頭を発見

した僕は今までの苦労もなんのそのと言うばか

鋸に嬉しかった。天は自分を見サてはしをかっ
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たのである。幼虫を飼育するためにはどうして

も食草がなくてはと思いギョポクを取ることに

した。簡単に取ることが出来ると思っていたが

なんと．根がそうとう深くてそれに岩がゴツゴ

ツして多きらめるよれほかに手はないと思った

が．最後の手段，さし木用に木を切ることにし

た。適当をところから切っているうちに「また

おった」と西村君の声がした。俺も負けては夜

らぬと思って早く切カ，又もや幼虫探しにとタ

かかった。塾の1枚1枚をていねいに調べた。

食痕の後もたくさんあるので見つけるのに苦労

はしなかった。1台幼虫を5頭位見つけること

が出来た。（全然）ついている。

これが最後の日の秋自調査でもあったので，我

々娠屋としては，幼虫10教頭・卵10数個で

取るべきものも取ったようで嬉しかった。

僕と西村君はついていたが平川君のさえ査hこ

と，しかしこんな採条出来たこと払部長・及

び先輩たちのおかげと思いながらも． 先輩たち

に合わす劫が出来たと鼻が高かった。

天然記念物であるクワズイモの集が光を受けて

より大きく見えた。〔福島〕

幼虫が大樹よりむしろ小観に多いのが採集結

果よ少わかる。しかも，新芽に多いようだ。

終令勧虫に刺激を与えると頭密持ち上げるのは

特に印象的であった。シジミも採集した。

前進して調査官したかヮたが時機切れのため両

サイドだけを見て行っ轡i先見出来なかった。

いよいよ帰る時刻も近づいた。早い！
。

足が進まをh位など少おしかったが・・‥…‥。

（腹の虫が帰るのをよんだのかも？ J途中福島

君がアゲハモド車を採録．ツマべニチョウを自

燵するだけで我々の第二の故郷秋日中に入った。

食事を取カ，いよいよ帰る準備となりたのであ

る。〔西村）

「行きは楽しい帰少は辛い」かん入りコーラを

2本持ちテクテク歩く道は遠い。 でも荷物が他

に夜いので少々救われる。私達は小浜先生に感

謝せねばをるまい。わざわざ荷物を逮びに再び

わらしてくださったのだ。のどのかわきは少し

ずつ飲むコーラで蘭かされた。しかし足のだる

さはレ叫へようがない。ついに私と川崎さんは皆

に遅れてしまった。やけっぼりちになってうん

と遅れてついて行った。途中まで行くとさっき

までしていた皆の声が全然鞠こえないのだ。 こ

れはおかしい，道をまちがえたかなと思っても

別に道は1本しかをい。しかたをいから前進し

た。やがて曲が少くねゥた向こう側に皆がいる

のを発見、ずいぶんのんびり歩いたものだふこ

れではいけないと思いはじめ少々歩みを遠くし

た。でもしょせん：追いつくものではなかった。

私達は道の草花に巨をやった少数少し（車C）通過

ををがめては乗せてくれないかなと思いをがら

見送るだけだった。でも，どうにかバスの時刻

に間に会うように大浦まで行かねはならなかっ

た。（中堂園）
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出　色体の　観如

1年吉永辰代

崎山版子

細胞分裂には無糸分裂と有糸分裂の2樺がある。 無糸分裂は細島ゾウリムシなどの単細胞生物

や老いた細胞において見られる。通常は有糸分裂でこの分裂は生物体の各部でおこなわれているが，

それを観察するには最も盛んに分裂している部分，す夜わも最も盛んに成長している部分がよレ。

そして材料が手近にあって碍やすく，しかも細胞が大きいものがよい。 ここでは，植物の根の先端

部を材料として，体細胞の有糸分裂を観察する。

1．材料メマネギの根そゐ他ビーカー

：：：Ll

凧

・－、＿一′、＿＿ノ’、、J一‾ヽ＿′

、－・＿． 一！
ノ

水

タマネギの体細胞の前期
2．研究方法

（lJビーカーに水を満たし，その上に玉ねぎを置いて下部を水に浸してかく。 数日後，多数の根

が水中に出た。 45％の酢酸鮫を入れ，その中へ板の先端部を約5m切少取って入れて． せん

をしておく。 （生長点の部分を柔らかくするためJ

（2j約50分後，材料を取少出し50℃に暖めた1嵐足塩酸の中に約1分間入れると． 組細が柔

らかく夜少． 細胞が触れやすくをる。

（3J水洗

（41染色（酢酸オルセイン，又は酢酸カーミンJ10分

（5）カ′く－グラスをかけて上から強く押しつぶす。（染色体を平面的に広げ，観察しやすくする

ためJ長く保つためにカバーグラスの一側へ，グリセリンを1摘おくとよい。

3・観察結果反省

スライドガラスの上に玉ねぎ鉛板の先舘部をのせ，その上匿カバーグラスをかけて上から強く

一一・3（1－－1



押しつぶすことか，うまくいか覆りで先に准払ず染色体を見ることができなかった。 それを，先

生に手伝ってもらって何とか見れるようになった。 図のような染色体が見えた。

中高生は授業などで沿っているので大部理解してくれたようです。 しかし，見にいらっしゃ

った父兄の方々は，「染色体」という富集もわからず，「これは玉ねぎの根の先端部です」とい

ったら，「芽ですか」とまた聞かれたこともあ少ました。
これ払私たちの説明が不十分七番、っ

たためだと，深く反省しています。

〔1968〕癖の飼育記録

2年　　平　川　忠　久

くルリクテハ＞

8月20日加世田市万世柏で． ルリクテハの♀2頭を採銀した。 そのうちの1頭をカゴで飼育

した。2日後に14個の卵を得た。 それら0卵4個を取夕出して羽化までの記録をとった。

以下その記録を示す。

　＼ 産　卵 ふ　化 1眠起 2眠叫 3眠起 4眠超 ．疇　化 由　元

A ％ 3 ％ d とh 8 9／1 9／9 ㍉ 0 ㍉ ）1斗　 ‾4

B 玩 5 玩 7 モh 9 9／1 9／9 坊 1 ？4 8 シ乏4

C 砺 5 戟 9 弘 0 9／2 坊 0 シ1 2 シ1 8 シう4

D 玩 3 翫 0 死　亡 　／ 　／

く7オバセセリ＞

6月22日竹田神社にてヤマビワよタ終令幼

虫d頭採免っ

5月24日幼虫1頭が下垂。

5月25日赤味をおびてきた。

5月25日8分速射輌化。 他の5勤も下垂。

5月27日長神の1頭は完全に輌化した。 柄

は白粉でお払われている9

5月28日他の5鴎も鴫化した。

7月4日5兢全部羽化した。 （4頭羽化失

敗J

くツマクロヒョウモン＞

5月13日　加高花嵐のパンジーよ少5個の卵

5月14日

6月16日

5月17日

d月2、1日

6月50日

7月6日

ー　37　－

を採集する。

2頭ふ化。

残少3頭もふ化した。

ハチ樋えのパンジーに移す。

2重白死亡。

5豆白輌化した。

羽化した。

谷　2頭

♀　1豆頁



艇　の　飼　育　記録

3年　　出　来　和　法

ここに書く記録は． すべて1968年に行なった飼育の記録である。

日日アサギマダラ

1月2日川辺郡大浦町大浦で． キジ富ラン

よカ着令幼虫3頭を採集する。

6日1頭のみが生存，他は行方不明

28日A－15

3月11日脱皮

1・3日A－21王i－4C－4

D－1．5E－2p－1．5

18日A－25B－5C－5．5

D－2．5E－3p－2，2

22日脱皮

A－25B－5C－8

D－4E－4p－2．5

24日A－3†他の部分は変化なし

25日A－34お－6．5他変化なし

28日A－37カー7他変化をし

30日A－41B－8他変化なし

4月4日腕化

5月1日1♀羽化逃がす
ー注十一

A；体長B；体径C；前角長

D；後椎茸凱ぎ

単位はすべてミリメートル

（Ⅱ）ヤマトシジミ

8月15日加世野市益山睦杭で，カタバミよ

カ卵1個採集。

17日醇化同51日柄化

9月8日羽化以上告射せカタバミを用いた。

用クロコノマテ古ウ

d月5日加世田市竹田神社の境内のジュズ

ダマよ少4令幼虫3敢採簸。

8日全頚終令化

16日． 食草をジュズダマよ少トウモロコ

シに変更。

19日2頭下垂→伺20日柄化

22日1塊下垂→伺23日蠣化

29日1S羽化

58日1♀羽化

7月2日1♀羽化

（Ⅳ）イシガケチ富ウ

5月15日竹田神社にて． イヌビワよク4令

幼虫2頚採免。

14日2頚とも脱皮（範令化ノ

18日2頭とも下垂

19日2頭とも璃化，1頭は淡緑色，も

う1頭は枯染色

29日枯葉色の嫡よ少・1♀羽化

をお．淡緑色の鴫は，成虫化は進んだが，羽

化に至らず死亡した。

餌は始終イヌビワを用いた。

醜媒メモ過

食樹であるイヌビワは．半分以上も食われた

真は大抵落ちてしまうようだ。幼虫の1頭は，

葉柄の付根に糸を吐いて，その巽が落ちないよ

うにしっかりと枝に括少付けてから，その其柄

に下垂した。面白い蟄性だと思う。
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組物の東の蒸散作用

1年　　阪　本　京　子

大　島　靖　子

1． 実験用具

三角フラスコ　ゴムせん　ガラス管　グラフ用紙（方眼紙）　インク（赤）　ワセリン

2． 実験の目的

つばき（常緑広豊樹）とつゆ葦（単本植物）とを比較し，．また，これらを昼夜についても比較

する。

3．実験の方法

的両方の植物の裏の面積が． ほほ等しい

ものを用意する。 （この場合． グラフ用

紙を用いる）

的ゴムせんに，一方はガラス管を，他方

に麺物を刺すための穴を二ヶ所もうけて

それぞれを崩し，そこから水がもれない

ようにワセリンであおう。

的水では目盛タを読みにくいので． イン

クで水を染める。

（雪水の止ったところに目盛カをつけた紙

をはれそれを読みとる。

4．実験の結果
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均一かつクラフをもとにして，ジ議貪tコ恕巣をまとめてみると，次のようにを少ました。

（1）全体的に見て，昼間の方がどちらも蒸散量が多い。

（勘昼夜をとわず，つゆ苺が蒸散壷は多く，私たちの実験では，つばさの約2倍であった。

（原因として，つゆ茸は気孔が多いということと． つばきねロウ状のクチクラ値があるためと考

察される。 ）

（3）その他．参考として次のようなことがわか少ました。

〔参考染料r禄色縫物の生讃リ． 主タ）

G）蒸散量は． 正午近くに最大に達

する。 これは葉が光を受け，孔辺

細胞が光合成を行い内部のすき間

の炭酸ガスが使われない。

色）夜は，ほとんど蒸散は行わ終夜

レl。

5．反省．

ワセリンを優って，ガラネ管中で色水

を停止させるとき．何回やってもケセリ：

ンのところから，水が出てくるので，一

時はあきらめたが，何回もやっているう

ちにコツがわか少，やりと，止めること

I

　

蒸

散

率
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ができた。 つゆ軍払三日尚ぐらいたつとかれてしまい，何回もとカかえた。 今回の実験では，二

種類の縫物しか用いなかったが． 今後機会かあったら． もっと多くむもDについて調べてみようと

思っています。

〔文化祭報告〕No． 2

細物に含まれる色素体について

2年新田ゆり子．

中尾真智子

今年も文化祭にペーパークロマトグラフィーを使って植物に，どんな色素体が含まれているか調

べてみることにしました。文化祭が始まる． ちょうど2週間前からイチ音ウやハゲイトウなどの花

や某を笑験したが，実を言えば，これは単時間で結果奄得られるものではなく． 文化祭までには，

思うような結果を手に入れることは知しかった。それで，文化祭当日払実験の段酷的恵ところを

展示し，一昨年の資料を参考にして色素輸出の方法やペーパークロマトグラフィーの使用について

だけの説明に終わった。
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植　物　の　呼　吸

1し年樋渡祥子

前田久美子

〔研究目標〕，

人をはじめすべての動物は，呼吸しなければ生きていかれない。そのためにたえず酸素をと少入

れて二酸化炭素を出しているが，植物の場合はどうであろうか。

〔準備〕

三角フラスコ試験管ゴム栓石灰水ピンチコククポリェチレンの袋ゴム管

ろうそくさつまいもの菜つばきの集からすう少の葉（これらはやずれも若葉を用いるし，

または発芽した大豆を用いてもよい）

〔実験方法〕

（l）三角フラスコとポリエチレンの袋の中に．上にあげた若菜を入れてゴム栓で空気の入らない

ようにし，一晩暗室に入れてかく。

盛　最もいいOは2～5時間ぐらい。

亜暗室におく理由として，クロロホルムをもった植物は，昼間は光合成に使われる二悪化炭素

の量が呼吸によって出される二酸化炭素の量より多いためである。、・

（2）三角フラスコを暗室からとタ出し，火のついたろうそくを入れてみる。またポリエチレンの

袋の方はピンチコックをひらき，ふくるを両手でおして中の気体をおいだし石灰水の入った試

験管をくぐらせる。

一一一．

－

●

一

－
船
山

〔結果〕

ろうそくを入れた結果，ろうそくは消えた。 このことより植物は動物と同じように酸素をとカ入

れ． 二酸化炭素を出していることがわかる。 同じように石灰水にくぐらせ養結果，石灰水が白くに

ごった。 この結果からも明らかにされた。

亜ろうそくを入れた場合． 最も早く消えたのは，からすう少の変で，何回しても消えなかった

のは，つばきの塾であった。 からすうカの集でも古い舞より若裏の方が，少しではあるが消え
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方が早かったようであった。 こわ結果やは封塩素呼吸がさかんなつ沈着完である。

〔まとめ〕

呼吸は光合成によゥてつくられたでんぷんなどが糖に変った後，敵化されて二酸化炭素と水に分

解されることである。このことを化学反応式に示すと

C6H1206＋dOz十dH20→dCOZ十12Iも0十エネルギー

巨運二！

マノセカワゴケソウを求めて

2年西村和之

新田莫千代

11月10日，17日万之瀬川上流でマノセカワゴケを採集する目的で出かけた。

部員の中にはマノセカワゴケを今まで見た者はい覆い。それで‘せのせ1号Pを参考にし，発電

所下方地域を調査することになりたが，なかなかそれらしきものを発見できない。

大体秒速0．5～27刀の所に生育し，それ以下の流速の所ではほとんど見られないことを．参考文献

などで知っていたのであるが簡単ではないことは承知していた。

2回の調査を行なったが何んの収監も蔑く終りになった。

栄養期の植物体

×5

蕾をつけた茎葉

×10

く参考文献＞

新　敏夫　　日本産カワゴケソウ科の植物　「鹿児島の自然」11954）

一、12－



消化画孝素の働　き

1年崎山民子

尾辻方子

我々が毎日食べる物がどのようをふうに変わって行くかを調べるために．一番樽やすいだ肢を取

少上げて．だ蔽のでん粉糖化作用さらに酵素の働きやすい温匿や酸性度を調べてみることにした。

く準碗＞

0器具シリンダービーカー試験管水柑温匿計アルコールランプ云ポイト

0材料デキストリン麦芽糖ブドウ栂． 霞糖希塩酸重曹ヨウ素ヨウ化カリウム液

フェーサンタ疲氷食塩かたくり粉だ蔽

°でん粉の少の作夕方

かたくり粉n5才を100∝の水に入れ．
とろ火で煮てしばらくしてから上ずみ液をとる。

0フェーリング液の拠方

A可
硫酸銅…・・・…15才

水…・り…‥・・‥50cc

丑奴i

酒石駿カリソーダ…・・・…1ヱ5才

苛セイソーダ‥・……‥‥・・＆5才

水…・・…・‥…・・…・・・・・・・・…50∝

〔予備実験〕

でん粉の少，デキストリン，蕉糖． 麦芽糖；ブドウ糖をそれぞれ2％の水浴肢にし． それぞれ5

比ずつ5本の試験管に入れる。

aJそれぞれの試験管にヨウ素ヨウ化カリウム夜を1満落す。

bJそれぞれの試験管にフェーリング蔽Aとおを数滴落し，これを熟して見る。

0ヨウ素ヨウ化カリウム敵を1滴落したものは、次のようになった。

デキストリン

麦芽栂． 蕉楓　ブドウ糖・－うすいかつ色

0　フェーリング蔽AとBを入れ熟したもの払次のように去った。

でん粉のカ　　　　　　　　　　変化をし

デキストリン うすいたいたい色

だいだい色の沈汲

麦芽楓． ブドウ糖－すいたいたいの沈悌

以上のことから．デキストリンはヨウ素と反応して紫からうすいだいだい色になった。また，麦

芽糖・蕉療・ブドウ鹿の変化しないのは，デンプンが含まれていないからである。
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〔本実験〕

た液の辞素（プチアリン　の鎧摘ま次のよ’な方法で調べた。
’

l
、＼ 一一一・一＼ 礫 軒 1
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2　T　 3
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l
5 l

l
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希　　　 塩　　　 酸 I l 2cc
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水 2cc l1　2cc 2也ニ・
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た　奴

3　7℃ 　　　「 2（℃ 2cc
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薬

法

ヨウ素ヨウ化研 ウム液
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ヨ痍 ヨ珂ヒカリウム蔽
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＋ ：土
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－

l

十

（備考）：－変化のなかった物庄）ヨウ素ヨウ化カリウム故は薄らん色

＋変化のあゥた物（少にフェーリング寂を加えるとだいたい色

〔結果の考察〕

A試験管5本にそれぞれヨウ素ヨウ化カリウム腋を入れて見た。変化のなかった軸と色）はすをわ

ち酵素がよくはたらき，デンプンが変化したことを示している。＠にアルカリ性の重曹がはレ、っ

ていても酵素は働らく。次に変化のあった②＠④に考えると，②の酵素，た液を0℃以下にさけ

たため働らかない。③は＠と反対に煮沸してみたがためである。＠の場合，でん粉の机だ鮫も

もりとも働きやすい温度であるのだが，酸性の希塩酸を加えたため，酵素が働らいていない。

Bヨウ素ヨウ化カリウム奴を加えたものにフェーリンク級を2～3滴加えたのであるが．変化の

あった伽）はブドウ栂に変わったからである。、反対に変化のなかった②＠⑧はブドウ糖になっ

てい夜レ、からである。

以上のことよ少だ液の酵素は高温，低温では，働らかず．我々人間の体内温度とたいたい等しい

37℃でもっともよく倒らくことがわかった。またアルカリ性では働きが盛んであるが．奴性では

働きがうんと鈍ることがわかった。酵素というものは．温度，それに酸性度によって非常に大きく

左右されることがよくわかった。

〔反省）

私たちがあまタ勉強しなかったせいもあるかもしれないが，この実験はむずかしく，なぜこうな

るのか7わかったようで，わからないため他人に説明できなかったことを残念に思っていせす。こ

れからは．教科書はもちろん，参考書をいろいろと調べ，勉強し自分自身にわかる実験をやってい

きたい。今回は勉強不足であった。
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秦廉橡本のつく　りかた

2年中豊園英子

今年は大文化祭だったので，変わったものをと思い，当日稟択標本販売を実施した。葉を煮込む

ときのいやを臭いや．巽関を取少除く時のアルカリの無音に部員一同手をやいていたが，思いもよ

らない大変を売れゆきで最初の約150枚はすぐをくまク，また100枚追加したほどであった。

点使用器具と材料

ビーカー・アルコールランプ・石綿金梱・三粛・ブラシ（歯ブラシが最適）

集・水酸化ナトリウム（水酸化カリウムJ・染色奴・ケント紙・その他

盛方法

図－J

1．20～30％水酸化ナトリウム敵の中に集を入れ． 集肉の厚い集は50～40分間，薄い葉

は20分間ぐらい煮込む。 それから水酸化ナトリウム敵を残享をhように水洗いをする。

2・園丁2に示すように，集を平らを台におパパてブラシで軽く豊をたたくようにして葉肉を取り

除く。ブラシで完全に葉肉が取少除かれない場合は，流水にしばらくおいておくときれいに取

れます。

5．着色するときは水分を取少去つてから行なう。

4．着色が終ったらかけはしする。

5・ケント紙に葉脈をは少仕上少をよくするために重石をのせて完全にするとよいでしょう。

以上のようを手順ですると簡単に会派標本がつくれる。 最初学校にあるいろいろな集をためした

がヒイラギとヤマザクラの葉が最適だった。 校内たけでなくいたる所にある飼い葉を集めて用いた

らまたよかったのではないかと思う。 －
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俗説薩臓植物誌（1）

津寛の巻く前篇）

佐　方　敏　男

緒言山野で栂物にふれたりそれを調べたり採集したカする際． その草木の方言名を併せて

採録できたら－厩興味は増し印象深いものになるものである。革木花集は皆それぞれの姿態を待ち

人の生活と何等かのつ夜が少があるが，方言名はその地域で最も単的にその物を表わし捲る重宝を

ものである。然しその名はその地域では通用しても普通他の地では通じないので，日本全土共通の

標準和名に圧倒されてしまい世代の変る毎に影をひそめつつある実用名である。その昔一地域に発

生した方言名の或物はいつの尚にか消え去少，或物は現在まで承け継がれて或は人の移動と共に更

に拡が少，より多数の承認を得たのであろう。女子の婚姻．男子の出稼ぎ，一家転住などはこの主

因であったと推察される。何はさて措き，この方記名はその社会の中に結びついて生まれた必要名

であったことは否めない。

植物誌（フローラ）と云う言薬は，ジャックノンに依れば，一国または一地方の植物の集積，即

ち分類的にそれら植物を記載した著作の名前であるとしている。箋者は上記のような植物の必要名

を拾い集めその和名を検出し随所に各植物の特性や民俗など付記し，多少を少とも該地域のフロー

ラを香わせたい意図で本態の俗説薩隅植物誌を書き始めた。けれども，レ∵ささかも分類由でも：をく

且つ所産植物を網羅したものでもなく学名も掲げて夜いから厳密を植物誌とは云えないかも知れな

い。唯後釦て於ては，和名の索引中に刹名たけでも付記する予定である。鹿児島県と云わず薩摩大

隅の略名を冠したのは．内容に於いて古い所にスポットライトを当てたことが多い結果の自然の流

れである。本文は五十音順に植物方言名を掲げCJ内にその和名を入れ，和名未詳のものは止むな

く空欄のままとした。文中遺漏や誤記をどさためし多かろうけれども他日を期し柿訂したい。本篇

は，加世田市津貨車に上津貫を中心に肇をおき随時近隣地の資料も加えた。資料は上津貫の故菊野

望二氏と福元教子さんに負う所が多いが，その他黒猫勇，苫路初二，山村ナツ工，山崎武天，脇政

吉の諸氏や逸名の多くの方々の好意に依った。ここに謹んで御礼を申しあげる。

〔引用書〕の略名は次の過少である。数字は巻数を示す。

〔農全〕宮崎写真著農業全書〔花地〕染井花戸三之蒸集花壇地錦抄

〔増地〕伊藤伊兵衛著増補地銀抄〔和漢三才〕寺島良安著和漢三才図会

〔大和〕貝原益軒著大和本草〔大和諸〕同著大和本草諸晶図〔物類〕平賀源内著物類品鴫

〔重訂〕重訂本草綱目啓蒙〔重鯵〕重修本草綱目啓蒙〔錦葉〕水野逸斉若草木綿葉集

その他主要引用薯：‾内藤喬著鹿児島民俗植物記（1955）野村伝四著大隅肝属郡方言集（19

42J倉田悟著熊本営林局管内植物方言集1，2，5（1962，も3，′57J

拙著南匠の植物（1963）同著磁開山維管束植物冨録（19d5）等
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所産植物方言名張

（1）7カイッゴ（ナワシ。 イチゴ，ヒメバライチゴ）－ナワシロイチゴは原野陽地に普通に

見られ，淡紅色の花弁は小さくて立ち． 果実は6月中旬には暗虹色に熱して食べられる。 ノイブゴ

の名でも広く知られている。ヒメパライチゴは林下夜どに群生し白色の花弁を干院政，虹黄栄を結

ぶ。生要して佳味がある。 このイチゴは全軍一輝の芳香があるので，カバシカイッゴ（赤白三木など）

という所も去る。ヤエヒメバライチゴは花井数多い一品で長屋山で採った（1965年）。

（2）アカカシ（アカガシ）－山地産。 葉は全辺のもの多く若集に裾綿毛を密布する。

（3Jアカダマ（コミカンソウ）－畑地に普通。 越中ドン（越中売薬商人）のおきぐすカの中

の俊英赤玉によく似た果実をつけるのでこの名がある。 年に1～2軌紺の大風呂敷に包んた大き

な薬箱を背負って，エッチラオプチラ薬取替にやってきては． みやけに角の紙風船をお巾て子供達

を苗ばせた越中どん。今は単車でかけ廻わカ越中のみならず備前岡山． 大和奈良方面からの商人も

訪れるようになった。

（4）アコプノダ（バクチノキ？ ）－樹皮は剥げやすい。 材は固いがひずみが多いのでよくを

い。フンガマプ（＿上が少ぐち）に使ったら戸がタメヌ（しまらぬJようになったと云う。 以前皮集

を採って売った時期があった。

（5）アック（アケビ）－山地にある。 2種類があって，イザクというのは大形の菜をつけ集

は5集，虹二11つけネコンクソアックといい晃は小形，開きにくく，異数は多く味はよも′つという。

大浦などで払メ花からメシベをとカはなして掌にのせ，たたきながらr太郎次郎はよ起きれ」な

ど唱えたがら子供らが遊ぶ。シロノくナアケビは白花で振問山産。 吹上町和田でアッピョイエ（寄金）

という行事があ少上都田，下和田の平民だけで男子小二才（数え10～14才）が集まり，10月．

15日アケビの熟する頃． 野菜，ワレキ（薪）など安い歩き一部之を売って鶏を買い鶏飯をつくっ

て食べたとい。 ツノくアケビを赤生木などでアカシという。

Cd）アッガレグサ（シュンラン）‾林下にあ少時にはカンランと同所に見ることが姿る。 カ

ンランよ少適応性強く新川の海岸松林中にもある。 根本の膨大部を朝夕そこの粘夜をアカギレにす

りこみ治接すると云う。

（7）アマンチャ（アマチャJ－今は栽培は稀のようであるが40～50年前は諸所にあった

らしい。アジサイに似て′」、形，署物などにはさんで乾燥したものは甘味かある。 巣砧では皆振り妻

にしたと云う。アマンジャ（大輔，煽切山など），アマンジョ（鉄山など）とも云う。 C）甘茶，花

形あぢさいのち書き物をヵ条をあまちゃこするにむして細末して用ル世間こてつるに出ル苺をあま

もゃどいふあやせウなり……〔花地5〕。

（8）アワホグサ（エノコログサ）一腰野路傍に普通の雑草でキンエノコロも同名で呼ばれる。

た七日てはスズメアワ（川畑など）ともエノコアワ（川辺町・吹」二町など）とも云う。アップッツイ

とかアッププクサの名は蛭鈎少の遊びに用いるからであって南薩では広く通用する。

（9）アワバナ（オミナエシ）－山野草生地に優しい黄色瓢状の花をつけ見るからに快い。

（10）アリノミカ／（コミカ／ノウ）－ヤイノミカン（内山田など）とも云う。 蟻のミカンの
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意で小形可憐を果容にもとづいた名称。 ネムイグサ（阿多）は小葉の睡眠運動を‾とった名‾で． マメ

科のクサネムやカワラケツメイたどにも同名を用いる。

（11）イゲイッゴ（クサイチゴ）－原野産。 全株線毛と純毛があり小葉5～5。 白花紅果。 ‘

（12）イズンバ（ヒメユズリハ」トー…山地山足の林内に生ずる低牙もユズリ六より普通に見られ

る。両種共正月の行事に用いる。 上津貫では正月田に鍬入れする時，一鍬耕した土塊の上にユズサ

ハ一枚を立てその前にヤツデの集の柄を揃えて二枚おき菜の」二にシトギを供えて祭った。 住家から

田まで遠い時は畑に伺様なことをしたという。 吹上町野首などでは正月の餅をついたあと松薬とユ

ズリハと一緒に餅のトリ粉で賀先をまぶして墓前に供える。 普通にインズイノバとかインズルとい

う。○ゆつ少は，正月かさ少につかふゆつタ寅や窯のぢく赤と肯ノニ色有秋黒キ実をむすぶ〔花地

3〕。

（15Jイセッノッ（ノ、クサンボク）－技山中にあり早春よカ栗粒状のつ楷みのかたまりが目立

ち五月白花を開き九月紅巣を結び美しい。 墓前供花にする。 小鳥の餌と夜少嘗てトラツグミの胃中

からこの種子を取少出したことがある。 幹は木釘として賞用され黒瀬などでは蒸領（セイロ）のわ

くやモ口蓋の込栓（コンゼン）に必ず用いた。

（14）イソツゲ（アリドオシ7）－荒山のひかげにあって小形の葉はツゲのようで枝に長針が

あるという。野間神社轟の附近にも多い。 小紅菜を長くつけることセンリョウやマンリ宕ウと似て

レ1るのてこか三者を制覇えて植栽愛玩し千両万両有達しと捻走ここ・ふっぐことがさる。こ、つアリドオ

シの語源について「有通．五月中旬比遠州の山路を通る人有山中に此木多くあり…馬奴に木の名を

問へは答てレ、ふ実は去年八九月比寿く色づき夏冬あカと托すとて去勲と托し共申授動貯木にたそき

針多くあるゆへ鶴実をこのむとわへども針をおそれて食′、ずゆへに又の名を鳥とまらずといへカ…

〔地附5，4～5丁図11ゥ〕とある。 これをみればアリドオシは疇通しであって看過としへうは俗説

と思われる。枕崎ではハマヒサカキを，益山ではバクチョウゲをイソツゲと云う。

（15）イチカシ（イチイガシ）－山地にあるが大きいものは稀である。 野尚神社下で径80m

のものを伐採したという。子供は果実をカイゴマ（コマ）として廻して遊ぶ。 またイチノキともい

われる。集は長形で鋸歯があ少轟面に絨毛を布き帯褐色である。

（1dJイッサツ（アオギリ）－人家付近に植えてあった少田のどて付近に半野生状を表してい

る所もある。梅雨前木を伐上川iに浸け1月位後皮をはいで綱にない，また牛馬の鞍をつけるウセミ

ノを作った。真は録で切力落し水田中に日下駄で踏みこんた。 イブサッは五裂きの集の意。

（17）イッセンノくナ（ヒメヒオウギスイセン）－部落付近の路傍や蔭地に逸出野生化している。

恐らく昭和津Cをってから広がったものであろう。 可憐′j＼形の花は5月中旬より開，一銭花の意。

（1苧）イブスッバナ（ヒャクニチノウ）一広く切花用として栽培される○花物；、夜がいのでジ

ュウニカゲプ（12ケ月）とも云う。 仏または墓前の供花としてよく用いられる0指宿花と云うのは

指宿方面から伝来したからだろうか。 大隅肝属郡ではカゴシマバナの名がある。
一

（19）イブク（／シバ）（ネズミモチ）－山林や人里附近に普通の低木で大黒様に供えるシバ

として古来利用され，デクッサマンシバなど呼ばれている。 この果実は黒紫色である所から、烏を
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ナイ
何喰うかイブタン実を喰そいて熟かち（烏は何を喰うかイブタの実を喰うそれだから色が黒い

とさ）などいう言巣が生れた。実をせんじて胃潰瘍薬とするという。 、またイポクとも云われる。

（20）イポコロリ（クケニグサ）－山足の陽地などに生えその大きな共の裏が白く丈が高く全

軍に黄褐汁のあることなど一風変った革である。 花後茎頂をかざる‥呆○群は風にゆれてガラガラ

と音を出す。姶良郡などではこの長形の果実をキ／ネンタバコ（狐のたばこJとレ、つている。 イポ

コロリとはこの汁を斑とカにつかうと云うのだろう。 これと江別にイポ∵／クサまたはイポクサ

（万世・小湊などJというのがあって薬をす少つぶした汁で症が治るという。 法などに普通のタカ

サプロウのことで茎を切るとうす黒い汁が出てくるので支那の古い本には墨斗革（矢立のこと）と

書いてあって眉毛や毛鼻のうすい人はこの汁をつけるとたちまち生えそうゥて漉くをると教えてい

る。氏のため美容がそこなわれるのを気にした人が尋常ならぬこの汁液の色を探し当ててきっと薬

に夜少そうだと試みたのであろうか。 聾者の子供の頃，ナスビOへタの汁級を死と少のため局部に

す少込むことを教わったがその効果についての記憶ははりき少しない。

（21）イモグサ（コナギ）－水田の普通を雑草。 葉の形状がイモ（恐らくサトイモ）のそれに

似ているからこの名がついたのだろう。 葉柄の質も似ている。

（22）イワダカナ（イワタバコ）一砧間山の岩壁夜とに生えている。 じん暇薬にする。 野間岳

中腹岩上のキヨスミギポウシュもこの名で呼ばれるようである。

（25）イソゴケ（イワヒバ）－上記扇閲山奥塊肯上に大小由生し，カタヒバも混在している。

稀に黄色斑薬のものも自生する。木石につけて栽培観賞する人もある。

（23）インキ／ミ（ヨウシュヤマゴボウ）－陽地に野生化を見ることがある北米原産葦本。 花

後紅紫蔽汁に富む球巣を下垂した穂上につまる。 ハマヒサカキの紫黒の4、球呆なども同名で呼び子

供達のあそひにするここがあるが． 前者は有毒である。

（25Jインノクソバナ（ムクグJ－生垣や畑の境木などに植えてある。 花にさあると白にイ／

ノクソ（ものもらい）ができると云う。 またインモレとも云う。 集を抱いたものを洗髭に用いたそ

うである。普通紫紅花一重咲が多いが，同色八重咲や純白十重大輪など諸晶が見られる。

（26Jインノコシ’ヨ：′う／ヨイ（ネコヤナギJ▼－山野の川沿いに肌寒い早春裸の枝に絹毛に包ま

れた花が咲く。子供達は，この花穂を摘みとって縁側など板敦に置き，インノコショブショイと唱

えながら板面を軽くたたくと，この「犬の仔」は一方へ移動する。 ショッう／ヨイというのは犬をけ

しかける掛声である。双方から動きよった「仔」を衝突させてはよろこぶたわいない童戯を思い出

す名前である。ネコヤナギは，正月行事華つかわれる。 ケズイカケ（削タかけ）を作って一本宛仏

前や墓前に供え，八日にはノノ餅をと少おろして米とまぜてカユをつく少各人新しく作ったヤナギ

箸で麗べた。これをヨカゲ（八日的）といつたと云う（菊野里二氏）。

（27jウンメ（ウメ）一一自家用によく栽培されている。 多くは梅干用の実をとるためであるが

花はいちはやく早春の暖気をもたらして人々を尊ばせる。 時には門口にリョクガクバイ（録膏梅J

も見られる。老人はインミと呼ぶ所（川辺・津貫など）がある。

し28）ウンベしムベトーー山林中樹木にからむ常緑甚性木本。 熱した果皮は紅色であるか，シロ
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ウンペと云うのは白色あざやかなもC）である。ウンビ（大桶）インビ（川瀬ト高倉・内布など）と

も云う。巣は生録する。

（29）ウギ；′チョク（タイサンチク）－稀に栽植される。 樽は叢生してホウライチクの様であ

って葉は広大，筍はあまタ美味でかへ。 方言名は大きいキンチョク（ホウライチク）の恵。

（30）ウシコロシ（ハイキビ）－－水田の雑草で根茎が横走して長く節よウ出る芽は鋭くとがっ

ている。牛の足にひっかかるからこの名があるとも云う。 このほかオヒジワを云うこともあるが堀

切山では，コガンどのことで牛には食べさせぬと云う。

（51）ウマコロシ（J－マゴヤシに似た直立革でやわらかい。 馬に食べさせると死ぬ

が牛には食べをせると云う。

（52）ウシがテ（ミゾソバ）－湿地に群生する。 薬の形が牛の額に似るのでウシヒタイと云う

〔大和図上30オ〕のとこの名をイシミカワに当てたもの〔花地4～5〕とがある。 ミゾソバは牛

馬がよく食べる。早春よ少茎葉は目立っているくせに花は夜か夜か咲かず10月頃が最盛期。

（53）ウンマンコシュ（ウマノアシガタ）－湿地性の多年草で有毒植物をので一名ウンマンド

グ（馬の毒）ともいう所（金峰町）などもある。

（34Jウンマンコ（スミレ）－早春よカ紫花を開き誰知らぬ人もない中華。 女児の摘花の一つ

として親しみ深いものである。スミレ． タンポポといえば春の野原を想うがタンポポは両産地晋に

はシロバナタンポポが時々見られるたけで黄色むものは野生しかへのは淋しい。 ノダシやジシパリ

をタンポポと思い込んでいる子供が多い。 スミレはまたウソマンコッコUIl辺・黒海をど）ウンマ

ンカッゴ（内山田〕などとも呼ばれる。

（35）エッへゴ（ホシダJ－半蔭地に多く見られる普通のシダで牛の飼料にされる。 エシック

サ（久木野）エソズへゴ（大浦〕などともいわれる。

（36）オ（アサ）－今は見かけないが音はよく栽培され在来樺は枝を打つものでありたが大正

初頃，川内方面から枝を打ためアサが導入された。 松材でつくったオイデダルは高さ2間許周囲7

～8尺もあ少これの＿上方に十文字に細をかけてひきあげたと云う。 皮をとったアサ（オガラ）は藁

ぶき屋根の下敷にし．また孟蘭盆の精霊の供物の箸につかった。

（37）オトコシバ（ハマヒサカキ）－浅山に珍らしくない。 時には挺木に植えられ整枝される

こともあるb墓前のシバとしては稀を方であるが，或老女は遺言にこのシバを供えてくれるように

たのんだと云う（福元教子さんの話）。 一名オンジョバナともいう。 翁柴の意で，枝糞繁密濃緑色

でひきしまった樹容にもとづく。

し38）オヤコバナ（アマリリスJ－観賞用に栽培する。 ミト夫婦ノくナ，キゥウダイ（兄弟）

バナ，トウザイし東西）バナと云う地方もあるがいずれも花状によった名称である。

（39）オン㌧ペコ（オオバコトー∵路傍に多い周知の多年草。 一枚の葉を引つばカ合って切れた所

に現われたスジの少ない方が勝とレ、って遊んだ少，箕の脈が何本あるか比べあって遊んだりして童

戯に使われる。花序に竃のついたヤクラオオバコや花穂の分岐したホウキオオバコをどが稀に発見

できる。帰化種へラオオバコも見られるが一般的ではたい。 指宿‾市北方の魚見岳にはヤツマタへラ
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オオバコ（所称）が基本枠と混在しているクキダチオオバコ（「蚤ふち」10号，図）は珍。

（40）オンバナ（チカヤ）－腸あたタのよしへ原野に多いチガヤの穂はらみのものを云う。 ツパ

ナともいわれ，春先き子供達はこれを抜きとっては中の綿をとり出して寒べる0

（4りカイバノッ（アカメガシワ）－山足堤防等の陽地に多い。 この枯木にはキクラゲがよく

つく。小湊では皮をはぎとりせんじつめてドロドロになった膏薬状のもの菅ウチミ（打扶症）の塾

にする。また皮を黒焼きにして飲むと云う。 カイバはカシワの靴カ。 若葉が紅いので噂にはサルン

ウプバ（毅のうちわ）という名もあるがづ般的ではないようである。

（42）カイモ（サツマイモ）－現在は殆んどテン粉用の改良品種が栽培されるが明治束から大

正初頃まで恨十五日ガライモ（赤皮で貴白肉水分多し），二十日しノ、ツカJガライモ（赤皮白肉長

形のもの多し）があって，テンコ（黄赤皮黄肉ガザガザしている），ボケ（黄がかる5月頃に美味）

などは少しかそくまでつくられた。 金峰町阿多で知られたカンジャガライモというの濾米国種で．

中津野の桶職人加治屋市之助さん（明治3年生）が宮崎県小林から明治40年頃持ち帰ったイモで

ある（同氏息吉こさんによる）。 その他アツ，ガイモ（肉浪紫色），ゴイトセ，ダマッチョレ（シ

コクガイ‘モ）をど面白い俗称のもの，粟（九里）よ少半里劣るというハチバン（八里半）など戦前

は自家用としてよく栽培された。 世にいう「カライモ普通語」と払鹿児島弁と共通語のまざった

独特のいいまわしを諷刺したもので，戦前は女学生間の会話などによくきかれたようである。

（45）カサネバナ（ヒャクニチソウ）－舌状花が周辺に一軍に並ぶ新鮮を猪口即ち1HTヅキ形

と見立ててチョクバナという。サカヅキは重ねるものとの意でカサネバナの名ができたのであろう。

横座に争ぐらをかいて晩酌に上磯礫の祖父が，いろりの火で赤くほてった孫藷の録に，なぞをかけ

て日く「天に赤猪口ナーイト」孫はすかさず「カタシの花」と名答して特恵がる情負も遵想‾され

る。裏山は其赤をツバキの花盛り。

（44）カズラコップ（ヒメイクビ）－樹幹や古い岩石の蕗面一はいに気取で吸着し鉱がつてい

るのをみかける。このようを場合，薬は極′J、で波状緑をなしているものが多い。 同様生態のオオイ

クビもこの方記名に含まれると思うが集は大きく裏面は殆んと癖毛でありて果（果序）は倒卵状球

形4，5cm位の長音である。 コップカズラともいわれる。 イクビカズラ（糞は長形． 鋭尖頭，巣は

軸内）は磁開山岩上などに多い。イワコメッ（黒楓赤生木，鉄山など），インコタ‘ッ（阿多白川J

などはこの種に当てた名であろう。 塊切山ではヒメイクビをイ／タッとレ叫ハ熟栄は生式し味はよい

とレヽゥている。

（45）カクシノッ（ヤブツバキ）一山地に多い。 冬季早春この花心の蜜を吸いにメヂロが来る

のでこの烏をハナシ（花吸い）という○花弁の基部は合着して杯状の花冠はのちそのまま菅よカ敵

脱して落ちる。幼童はこれを拾い集め，ワラや紐などに通し連ねて花輪として遊ぶ。 種実から昧自

家用のツバキ油を製した。材は勘くて重いので，ワラウッゴロ（ワラ打ち用の木槌）やジバ空（投

機）のとく樺）などを作った0金峰町や吹上町伊作方面でカタシノキを往々カデイノシrゲ堰は

カタイノシ∵／ケイなどいうの払この木をグ∵／ゴロ（山から木材や切石を運び出す車）のシンギ

（心棒）に用いたからだと云う。 この車輪は丸太の輪切でコツテ牛にひかせた。 加世田市白亀（シ
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タキ）山頂からなだらかを坂道を切石を積んだダシゴロがゆっく少ひかれて下る情景が40～50

年前は見られた。

（4のカキノッ（カキノキ）一一一昔から農家ではどこでも屋敷廻少に植えていて在来品種も多い。

7ルカヤ、こJネンガ，，ハ，ガッゴネ、フユガ，などの甘札チジ苛、ガッ，・ニガラガ，，・ヘガクレ

ガッ，モイヤガッなどの渋柿が区別されている。 渋抜き法はいろいろあるが，カキノバ． サ彗イモ

ゾル，タジ，ワラ灰などを塩水に入れて沸とうさせ，人はた位にきましてから4斗ダルに入れカキー

を漬けて蓋をしコモマキにして一昼夜おくとよいと云う。 また白花で辛味の軌へタ幸一シロバナサ

クラタデをど－で簡単にアオス（渋抜きする）所もあるようである。 つるし柿や壷柿に虹チジ吉

ガキがよく男いられる。

（47）カッタネ（アブラナ）－カッタこともレ引ハ水田の真作をどに搾油用に栽培する。 この花

は蜂資源としても重要で移動養蜂家には恰好を花でもある。

（48）ガネッ（エビゾル）－ガニッともいう。 山野に普通のつるで葉菜に黄褐綿毛がある。 果

実は小形のブドウで少し酸味がある。 近頃はヤマブドウともレゝっている。

（49Jガネクサ（キンエノコロJ一原野や畑地に普通。 子供らがカニツリなどの遊びにつかう。

またミゾソバを云うこともある。

（50）カミシャカッ（サカキJ－キンシバともレ貢ハ神事によく用いる0新造魚船進水の噂など

もサカキで祭る。d月初中旬に花を閃。

（51）カライアック（カラスウリ）－山野に普通のカゾラで早朝勢裂した白花をひらく。 果実

は赤熟する。名前は烏アケビの意。 このほかキカラスウリ，オオカラスウリか見られる。

（52）カライノイブゴ（ヘビイチゴ，ヤプヘビイチゴ）原野路傍に普通で二月黄花があ少五

月上中旬紅色異を結ぶ。ヘビイチゴは葉柄淡色で虹菜の花托上にしわ面のあ破異を散生して光択

はない。異形は球状。 ヤブヘビイチゴは渡紅東を結び光択があって美しい。 球巣は尖端の梢尖るも

のがある。普通には食べない。 烏ノイチゴの意。 またへンノイブゴ（蛇イチゴ）とも云う。

（55）カライモパナ（ダーリア）－観賞，切花用に親権。 カライモボタンとも云う。 根がカラ

イモ（サツマイモ）状で集が梢牡丹に似ているからである。

（54）カラスコグ（ナツフジ）－山林中のつる性木本で7月初から黄白色の花を開くが稀にほ

んのりと徴紅を帯びたものがある。 これをナケポノナツフジと云う。 花後長い美果を結ぶがその形

をコウガイに見立ててこの名がついた。 姶良郡でもこの名がある。 つるはツゾラの代用として用い

られた。

（55）ガラプノペグサ（ドクダミ）－陰湿地に群生しているのをよく見かける異臭の強い多年草。

柿の嚢などにこの葉を包み，アッベ（熟灰）でやわらかくし，ドロドロになったものを腫瘍に塗布

すると吸い出し薬となる。また生霊を毒腺の時鼻孔にもみつければ，膿や鼻汁が出て治るとい－う。

その他薬用につかわれる。ガラッパ（河童）の左ゴテ使とても臭いという伝説があるから全茸の悪

果に困ってこの名がついたのだろうか。 花は5月中下旬に多く裸花が穂状に集受ってその基部に4

枚の白色萄片が花弁の様である。 稀に八重花のものも見られる。 ガラッパバナという名払ノカン′
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ゾウに当てられることがある（川辺・吹上叫都庁ほど）。

（56）カワイッゴ（ナガバモミジイチゴ）一一溝辺のやぶの中などにあるからこの名がついたの

だろうか。単葉の形が梢モミジ状で白花が終ると黄菜を結ぶ。 生食して甘美なので子供達は好んで

摘む。普通にキイチゴと云う。

（57）カラビ（ニンニク）－強壮薬として時に栽培される。 単にヒイ（ヒル）ともいう。

（58）カワソプ（セキシ′冒ウ）－谷間の流れなど水忠地に生じまた軒下，スド（下水溜）の周

少や手洗鎚の下附近によく植えこ壊れる。 マサムネゼキショウという白斑集品種などは最も普通に

観賞を兼ねて栽培されている。花穂は4月下旬頃出るが子供達はメツッノマイと呼んでこれを摘みと

少臼をつっはって遊ぶ。

（59）カワソバ（ミゾソバ）－蕗や川の岸辺によく群生し水流を妨げたりすることがある。 イ

セクサ（金峰町など）というのはこの理由によるものか或はこ一計革を以て－一時的に水を堰きとめる

に用いるからだろうか。カワゾマともいう。

（dO）カワフズキ（ミズオオバコ，ハンゲショウ）前者は水田や龍川中の沈水植物で，後者

は水湿地に時折見かける異臭ある多年草。 津貫ではいずれに当てているかはっきりしない。

（61）カワヤナギ（フヨウ）－上津貫の長屋山側の山中に野望状をなした所があると云う。 そ

こから日置に移植したと云う家があるが花は淡紅一重と云う。 加世田市中には八重咲の酔稀の栽

培が見られる。カワヤナギ甘方言名は，寛政4勾三（1792）に書かれた無聖町重野志帳の物理の

条下木類に，タラユウ，川柳，モレイ花，モッコクノ花……と出ている。 この著者は，カワヤナギ

の次にモレイ花（ムクゲ）を思い浮べて書いているのは興味がある。 それではフヨウを何故川柳と

いっ‾たか。今俄に断言はできをいけれども，それは多分変力花木から転じたのではなかううか。 こ

の花には朝開花時と夕亥脂筍花時の花の色が変るものがあるのをみればこの特異現象に心をひかれて

カワリハナギと名づけたのがいつの尚にか川柳になってしまい今人は語源もわからぬままとの名で

通しているのかも知れない。

（52）カラダケ（マダケ）一桶簿の竹輪としては必需品であカ，物干竿にした少各種工芸用に

有用を竹材で山足に栽培されることがある。 伊作では正月にこの竹幹を細くわゥて大形の萎形餅を

これ正さしてカマドをまつると云う。 サオに因んで思い出す謎に「サオンズキ，オオフトマグ，ナ

ーイト」（竿の頂に緒を－曲げ，なあに）というのがある。 答に日く「サは薩摩，オは大阪」と。

これは工夫をこらした大人の謎である。 サツマ（竿の頂jオオサカ（‾サマJ（結一曲げ）。

（63）カンカン′ノへ（カラムシ）1－一丈訃の土手や路傍に生ずる多年草で共裏が白いので目立つ。 掌

を軽く担って輪を作少親指と人指し指でできた空所にこの裏を広げて右の平手で強くたたくと音を

発して破れる。子供らはこれを′タンクンノバ（金峰町）という。 カンカンノ、も同義であろう。久木

野辺では川で泳ぐときこの巽を丸めて耳栓にすることがある。 もとこの茎から紛藍をとったのでシ

ロ二オイダ（笠沙椎木）オイダ／ハ（赤生木をとJオユダ（大浦大大場）オイランハ（鉄山）をどの

呼名があるっ最伝のオイラというのが正しくこの草のもつ意味を伝えているようである。 オ即ち餓

経をとるイラクサ（形状が似ている故）というのであろう。 小湊にオエタグサというのがあって畑
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中に生じオエダという人が持ってきたとまことしやかを伝説がある黒瀬ではカラオと云う。 天木場

の一主婦はカラムシとヤブマオを区別して雌雄たといった。 花穂の向の遠い故か。

（64）カンナレンツメ（ミズスギ）－粘土質の水湿地など日当カのよい所によくヨ三えている常

緑葦太で細針状の内曲した葉を密生する。 直立茎の基部から葡萄枝を出しその先端は発根して次々

に葡萄枝は横に伸びて行くこの形状が橋をかけた様だからハシカケ（金峰町）などいったカする。

直立茎枝端に下垂した胞子乙．抱を爪に見立てて官の爪の名がつけられた。 またネコ；／ツメクサ（小

湊）ともいわれる。ミズスギと同属のナンカクランが㌫開山や長屋山（干河側）に稀に達し里人は

珍らしがって栽植することがあるが名前は知ら夜い。

（。5）キジノトイノシッポ（グラジオラス）＿切花用として栽離れる。
花序を者の尾に見立

てた名前。

（dd）キシ／（ニッケイ）－時々栽培され葉はカカランハ（サルトリイバラ）の代用として五

月節句（この地域では多く月かくれで行なう）に団子を包むに用うる。 ケセンとも． いう。桂心のな

まカでこの棍皮は特有を辛味と芳香があるため子供らは好んで中根をとって噛ったものである。 夏

祭りの霹吉をどでは長さ5～4寸の′ト取を数本束ねたものを売っていた。 小形のひょうたん形ガラ

スぴんにはいった桃色のニッケスイ（肉軽水）や赤や黄色などの短冊形の紙に浸みこませたニツケ

ガミ夜どは戦後もしばらく子供達に親しまれたものである。
我国では薩州川内よカ出る肉桂を単に

桂心と名づけて彗隼に用払ていたと卸誤三才図会に出で． ノ「るのを見ると古くよケ蜜帰投これの産地

として知られていたようである。

Cd7）キユイ（キウリ）－普通に栽培せられる果菜であって生食きれる場合のはか漬物にも用

いられる。昔は京都の方面では越瓜即ちアサウリにおされて最下晶とされ年少大抵束となして佳な

らずただ塩槽漬けとし香の物にすれば佳なカなど書かれてあるを見れば多く漬物とされたらしい。

方言名はもちろんキウリのを雪男で支那名も黄瓜（ファングァ）といわれている。

（d8）キリノッ－時々栽培きれ5月上旬満開する。 昔は普通に栽培されたが屋敷内に植えれば

縁起が悪いとも云われた。

（59）キンキンカズラ（不イカズラ）lT原野に普通の右巻きの蔓草で5月上中旬白花を開くが

蕾は少し赤味を帯びている。花は次第に黄変するのでキンギンカズラ（金釦カズラ）と云う。 また

ギンギンカズラとも云う。葉は常緑で冬を越すので忍冬（こンドゥ）（支部名）といいこの名はか

つてイギリ．ス人により属名とされたこともある。 また左虚藤，左紋藤などの支那名があカ我国の右

巻きをあらわしているのもおかしい。 子供達は花蜜を吸うのでスパナ（万世）といったりする。 花

冠をひき抜いたものを陰干しにして蓮用にする。 上津貫では明治末年に，′J、学校でこれを集好）たこ

とがあったと云う。スズメカズ芋ということもあり，馬牛の飼料にされることもある○

（70）キンチッ（ダケ）、（李ウライチク）－生垣，防風垣として広く植栽され，また山林地で

境界線用に点植せられる。竹梓は冬期鞭状のものを割って薪柴を束ねるのに用うる。 5月斯業が各

節よ少出る。戦前は小学絞運動会に手旗用の柄として児童は好んで黄橙色の稗の手頃の太さのもの

を探し歩いた。黄梓綴条のものをスジタケ（吹上町など）というむ虹スホウチクのことである。 白
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色の竹の皮で子供達は風車を作って遊ぶ。

（7りギンデ（カン）（スイセン）－観賞用に栽培せられるヒトエの水仙を云う。 銀台（冠）

の恵と思われる。八重咲を水仙花と称して区別していた証拠もあるからことさらにヤエザキスイ壱

ンの名は不要の様でもある。「水仙花，八重ひとへあ少ひとへ，－，金遥銀台といふ云々」（花地4～

5）とあるが，増補地錦抄7には，すいせん，すいせん八重としてヒト工とヤエザキが図解してあ

って一重咲をスイセンと称しているのである。
支部の本革編目15巻水仙の条下に一種千葉のもの

は上方は淡白で盃状をなさず人は之を重んじてこれこそ兵の水仙としているが，そうでは凌くてた

たJ物二種に過ぎないと思うと書いている。 一一物二種であってもヒトエをギンダイ花，ヤエをスイ

セン花とレ、っても別に不着合はない筈である。加世田名勝志にも両名が遵記してある。

（72）クサグナ（クサギ）・一山野人家附近の陽地に生育する低木で新葉を菜食したカするのは

サトクサギで臭気があるが，・ヤマクサギは臭気が少なく花に色がついていて食べをいと云う。 白花

のものはイカ釣カの鑑木によいと云いまた根皮が兎にかじられたものは手ブギ（餌木）に最も通し

ていると云う℡この木の心にいる虫をクサンナムシと称し4、児強壮薬として焼いて食べさせるとよ

いと云って云る。
号片の細長いシ富ウロクサギも加世田市内に栽培されているのを見た。

（73）クソゴイ（カラスウリ）－山野に極めて普通に見られる責草。 5月白花を開き後赤束を

結ぶ。大浦などではこの果実をつぶして手を洗った少，根からとったの少は七夕祭の時など笹竹に

結阜る短冊や色紙の飾りをつくるのに使ったりした人もある。

（74）クプナシ（クチナシ）－山林中に自生Ld月中旬より白花を開く。 後黄変しだ円状の果

実菅結ぶ。之をわゥてメジロ捕カに用いたカ，つぶして捻坐の時など塗布して湿布するとききめあ

クと云う。小鳥が熱巣をついばみ，政冬不規則か小孔のある空の果実を見ることがある。 異形特に

球形小梅の如きものをマルミノクチナシと云う。 ヨードチンキノ寺と称している地方（川内など）

もある。色づいた果実を手につけると丁度ヨードチンキをめったようを皮膚の色になる。

（75）クロマメ（アズキ）－クロアヅッともいい栽培きれる。 アズキよ少少し大形で黒味が多
アリ
く，宿につくと少し苦味がある。

（75）クロッ（クロキJ－山地に多い常緑樹で葉は枯れると黄変する。 樹皮が黒いのでクロキ

と云う。お寺の仏前のシバとして用いるが木は裂けやすく曲が少易く用に立たぬ。 八月十五夜の網

引前，大柄を村中引き廻す際に道の角々の′j、穴にダンギ奮立てる。この木にクロキなどの大きなも

のが山よ少伐夕出されて使われた。 15才の男子（ダンギ持ち）の役割であった（万世など）。

（77）クロマサカズラ（テイカカズラ）－椒石によくまといついている黒色皮のカズラで常緑

葉は淡緑色，時々紅色葉を混ずる。 クロカンネ（堀切山），クロカズラ（大浦大木場）の名もあタ

後者は，サカキやネラにも当ててい′る。

（78）ゲシ（カラメチ）一掃に栽培されている鵜匠であるが薩醇では正保の頃（1464～47）

長島に栽培し，封内暖地に移植させ料という記録が挙る。 トゲが著しいので「いけがきに作る木に

は，臭楕（からたち），杷（くこト…・臭桶は盗賊の防ぎ是にこゆる物をし」〔農全9〕など記

されている。柵楠，俗云介須（ゲズ）。 加数，和名加良多知，今多用字音〔和操三才〕。
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（79）ケタヅマイ（ババコグサ）－路傍，原野の梢湿地の多年草。 早春黄色小頭状花を茎頂に

開く。また‘シイヅマイ（便秘のこと）とも云う。 また之をタバコグサ（益山）とも云われる。 「此

花ヲ取り姻革二代へ吸フ……上己こ此草ヲ用テ（モチJトス〔救野り、。 同属の野草のチチコク

サヤチチコグサモトキも普通に見られる。 後者は毛の多い帰化植物である。

く80）ケタトパナ（ケイトウ）－普通に栽培きれ紅色や黄色のトサカまたは球状の花序は独特

である。ケブト即ち毛布のようをはたざわカがあるからついた名前であろう。

（81りケラマ（ケラマツツジ）一一古くから戟栂されている大形花のツツジで殴良問諸島伝来の

ツツジの意で紅花は見事で葉も亦大きい。 和雄三才図会にエラブツツジと云うのがあって「永麺

薩摩之南島也…‥其花赤大径5～d寸許甚奇」と説明されてhるのはケラマツツジと同種か。 ▼

（82）ゲンノシ7ウコ（ゲンノシ亨ウコ）－原野路傍に普通生えている小形青草で殆んど和名

が通名となっているが，万世では4～50年前はカラクサと云っていたようである。 赤色のものが

普通に見られるが鹿児島市郊外には白質花もあった。 全軍かげ干しにしたものを下痢の薬にする有

名を民間薬等。帰化種アメリカフウロは戦後吹上町や加世田市益山や上津質にも見られる。

（83）コガネタサ（カタバミ）－・随所に多い多年生4＼草で茎は伏臥する。 分布が広く変異も多

いようである。葉茎紫紅色のものを現今アカカタバミというが，森約之が「一種住吉カタバキ薄紫

ニシテクマクマ青書ト交生ズ」と書いているのはこれであろう。 支那揚子江． 中流域で特に多毛で花

心爵虹の竜かがあって釜者は之をシモフリカタノべミと称して区別してh元（1948）‘がその後我

良でもケカタバミの和名で区別されるように凌った。 南匠ではこの型は確認していない。

（84）コカノブ（ネムノキj－山地に野生することがある落葉高木。 5月下旬からd月上旬に

亘少紅花を開いた横松人目を引き何となくなどやか夜気挿管かもし出す。 支那全土，ビルマ，タイ，

ベトナムなどに広く分布する有用樹で，「古今江に云う，合歓は培桐（アオギリ）に似て枝葉互に

相結び鳳来サて解く人をして怠らざらしむ，捨康は之を舎前に種ゆと」〔統博物志8〕。 コカノ，

とは合歓木の音に由来する名前で，コク7ノブ（舞敦野，′j、湊をど）とも云う。 小湊では昔はこの

木の葉をと少くさらし西瓜の基肥とすれば味がよいと云われていた。 また葉は牛がよく食べる。 ネ

ブイタロ（津貫，久木野など），アサネゴロ（片浦をど），アサネプッチ（舞教野）などとも云う。

（85）コサンダケ（ホテイチク）－元支部原産であるが山中に半野生状に群生している所も為

る。釣竿の一本撃として珍重する。 筍は食用として弟妹。

（86）コジtツブラジイ）－常緑陰樹としてカシ類と共に山林を構成する主要樹種である。 果

実は小球形で集も小舌いが，之に似て果実だ角形で大きく集も大形のものをイタジし白川など）と

云う。シノブ（シイノキ）は噂の総称である。 上棟式の時，凍上にシイノキの枝葉を立て日の丸

帯3本で標的をつく少下に五色の俄を吊し検札を取付ける。 棟の一端近くに雌弓，他端近く雄弓を

構える。弓には杉の垂木を用い七所藤の様に墨を塗カ，弦には2丈8尺の白木綿を使い矢には正四

分の杉の検板を以てする。やじ少の形を以て弓の雌雄を分けている。 吹上町伊作では正月の門松の

代如こシイノキを立てる家がある。 炭山で炭俵の口柴にはシイノキの枝葉を使うことが多い。 また

猪狩少の際獲物をかつぐにはシイの荷い棒を用い腹を開く時は仰向の腹上に横向きにこの木の枝葉
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を置き′」、枝もろ共に切射詞くというようにシイノキ放古来神空室を木として扱われてきている。 芽に

臼芽と赤芽があると区別している。

（87）コジュコロシ（オヒジワ）－路傍畑地などにひげ根をおろし抱く地に着いて容易に引き

抜けない。 之を除草するために主婦が大いに苦労するのでこの名がついたのだろう。

（88）コス（トウガラシJ－果実を香辛料または観賞用として栽培する。 十説に文禄年中朝鮮

から来たので高麗（コウライ）コシ甘ウともいう又西国にて南蛮ブシ署ウと称す〔花語下〕とあり

また素謡上には，盆にうへて珍賞す其実よく乾きたるを細末し置て胡椒山椒の粉の如くに食品に加

へ用ゆと出ている。

（89）コジュロ（シ′一∴Pチク）－－鉢または庭に植えて観賞する。 花譜下には，風寒を恐る再起

に梧へし。杖にして上しとある。 玄関近さあたカひとむらの此桂のしつらえてあるのは風情あカ。

（90）ゴゼダケ（カンチク）－生垣などにされることがあ少樺は帯紫色。 ゴゼ（盲女）がつく

杖になるのでこの名がある。 ゴゼヅキダケ（内布など）とも云われる。

（91）コタブ（ナシカズラ）－山中に自生するかずらで晩秋霜にあった果実は美味である。 落

莞後刻皮して中味をたたき卵白のようを粘敵を和紙製造の糊にする。 コグプノリと云う。 大正初年，

上津貫よウこのカズラを馬にウセて（背につけて）伊作まで売少に行った。 この方が枕崎まで薪売

りに行くより収入が大きかったと云う。 一種シャッ：コタブと云うのがあって果実は小形球状で晩生

で美味，葺の色白味を帯びると云う。 なおコップの名はオオイクビ（津貫，大浦など）を指すこと

があるらしい。 ナシカズラは． －・名コブコー（内布，小湊，堀切山など）とも呼ばれる。しかし上津

貫ではオオイクビをコツコーだという人もあるようでこの両植物の名はかなり混乱しているように

思われる。

（92）コパ（ビロウ）－もとは笠沙方面に野生があって特に沖秋冒島には多かったと云うか戦

．一後は県内外にかな少搬出された模様である。 コバはビロウとは遠いどロウとシュロの間の性質を持

－づという。葉がこまやかで粘ウ気があってうちわや草履に作られる。 コバ草履は大正初年は1足5

銭位で藁草履あさ倍高の高値であゥた。 緒のしんにコバをスクリ藁で三つ撚少にしてつくる。 生は

ビロウでつくる（大浦など）。 ○対島にてはゴハと云〔大和10）。 舶来の蒲葵扇ハ旧妾ヲ用ユ…

・・竹ヲ用テ柄トス薩州ヨリ出ス者へ緻采ヲ用テ作ル薄シテ霜アリ破レ易シ柄モ集ヲ用ユ〔重訂5り。

柳田国男氏の「阿遅摩佐の島」なる一文はビロウについて興味探いものがある。

（93）コへゴ（コツダ）－－向脱の山地斜面などによく群生する。 晩秋甘藷の貯蔵穴中にこのへ

ゴを刈って入れる。 また茶碗メゴ編みの材料に巣柄を使う。 田植時使用する大型茶碗メゴには径

55cmのもりで1m位の長音の葉柄145本を要すると云う。 コシダは熱笛地方まで広く分布し酸

性土壌指標植物として知られる。 ○′」、シダハ形小シ松茸ノ下ジキニッ又立花ご用ルモノコレナリコ

レヲ長崎エテハ小へゴト云京ニテコシダト云〔重訂13〕。

（94）コべゴペ（バクチマウグ）－畑地境界や垣根などによく樋えられる小低木。 5月ヰ旬よ

ウd月にかけて白または淡紫花を咲く。 支那名六月雪は満開時の表現として至妙である。 白丁花は、

粛紗方言と云う〔大和諾」二〕。 カラノー、クチ睾ウゲ（八重′．、ク千古ウグ），ムラサキバクチ諺ウ〆
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（淡稟花）〔増地5〕，白タクリン，． 自上布，白ツリ禰（フイリバクチョウダフ〔錦豊1〕をどこ）

品種は南薩にも往々見ら狐る。ツンベリー日本植物誌には｛尋チョウグをコメゴミとローマ字で書

いている。類似の方言名ゴミゴミ（コデマリ，ミズヒキ），ゴミゴミンノ、（マルバウツギ），ゴミ

ゴミンハナ（ミズとキ），ゴメゴメノキ（ムラサキシキブ），ゴメゴメゾンぐ、ォォムラサキシキブ），

ゴメゴメ（バナ）（コデマリ，コガクウツギ，バクチすウゲ）などが南薩各地に行われてい－る。 ′ト

白花が密に群がり咲いた状を米粒の集まりに見立てた表現か。

（95）ゴマバナ（ミズヒキ）－林下の半除地などに生える多年茸も7月上旬よ少小花を開き梢

ゴマし胡麻）粒状の果実を長いムチ状の花序に粗生して水引の様に見える。 花は普通探紅色である

が「白花モアリギソミヅヒキ花戸ト云紅白雑ルヲゴシすミヅヒキ同上ト云」〔重訂12〕とあカま

た「集中黒点八ノ字二似タルモノ，和俗八略ミヅヒキト云0一輝終生ノモノアリ0茎地二布． テ生ズ0

穂ノ長サーニ寸，甚愛スペシ。和俗チャボミヅヒキト云〔物類3〕とも書かれている言豆ヒキは

花柱が2裂し花後も宿存し先端が鈎状になっている夜どタデ尾とは区別される。 女児がたの果稔を

頭髪にひっかけて遊んだカするのでカンノケヒヅバイの童語もある程である。 またこれをしこいて

遊ぶことから，スゴッバナ（吹上中之里など）の名も開かれる。

（95）コソベイトウ（クサ）（キツネノボタン）－湿地に多い多年葺も早春黄花を開き，後緑

色の果実は金平糖状に多数集まるな以てこの名がある。 別名ミ／ツンポいてナ）（吹上，川畑など）

とかツンボンハナ（吹上）などと呼ばれるが，前者はオニタビラコに当てることもあってむしろこ

の方が正当で，之をキツネノボタンやウマノアシガタに当てるのは誤認らしく思われる。 たまたま

花の形色や時期が同じで苛立が梢似ているというだけで，オニタビラコと同一視されたOではたま

らなレも花後オこクビラコの白い冠毛を具えた啓子が風に飛散して人の耳孔にはいるとツンポにな

るという素朴を考えは，ヒメムカシ′ヨモギをツンポグサ（和歌山県），タンポポをミミツン京（大

分県），ツンポグサ（福井県）と云うのと共通している。
コソベイトウグサの名がトゲソバ（益山

など），ミゾソバ（吹上永富），アキノウナギツカミ（同上）などタデ科の革にも用いられること

があるのは，これらの花が4、頭状に密集して咲くからである。

（97）サカイグン（ツルグミ）－林中に生ずも蔓性常緑木本で枝は長くのびる。 稟先はよくと

が少鼻面は袖色，秋期開花5月には紅采を下垂する。 往々ナワシログミも同方言名で呼ばれる（黒

瀞など）ことがあるか，枝にとげが多く木立があらっぼく，葉裏は淡褐細鱗畢散竺し悪縁は捜曲し

ている。この両種の尚種と見られるものに出あうことがある（白亀山などjこれをマルバツルク寸・

とレ1う。

（98）サカシバ（ヒサカキ）－山中疏林をどに多い常緑低木で枝葉は仏前や墓前の供花とする

ためハナシバとも呼ばれる。四季蟹通じて必需植物のため浅山では殆んど切株からの萌条となって

いる。単に／シバとも呼ばれるがサカッパはサカキシバのちぢまったものである。 枝村などに微毛の

あるケヒサカキも随所に見かける。

（99）ササグリ（シバクリJ－クリの野生種で低木状，果実は小さい一型でユニ津貫や干河付近

一59－



の山に多い。果実は褒用として佳味がある。 議はクヌギに酷似している。

（100）サツ（イノコヅチ，ミソナオシ，ヌスビトハギ「一一一イノコヅチ松原野路傍に普通，ヌ

スビトノ、ギ虹山足などにミソナオシは林下などに多い。これらの果実は衣服に鈎恵するという共通

点かある。この様な植物を総称してサツ，サイ，サスまたはヒッチクコなどと云う。 キンミズヒキ，

コメナモミ，クサハギ，ヌマダイコンなどもこの中に含まれる。 山歩きすると不覚にも移しいサシ

に取少つかれていて除去するのに－苦労することがある。

日01）ササラン（セキコク）－人家で碑石につけて観賞用に栽培するが山地に自生もある着

生植物で磁関山にはフウランなどと共に稀に見付かる。 花は白または淡紅色で古茎の上部の節よタ

出た細梗上につく。キバナセキコクは宥黄色の稿小形花を開く別種で竹田神社む大机上に着生して

いた。

（102）サッカケ（カギカズラ†）－山中にあってカズラはあを色で太いが見かけに反して弱

いので薪などの結束用にはならぬという。

（103）サンシュ（サンシ■ウ）－山中稀にあるがイヌザユ／シ醇ウほど多く覆い。 時には栽培

きれている。葉柄基部にトゲが2本宛あることでイヌザンシ甘ウから区別している。 業は香いが強

く，丸麦飯にかける冷汁は味噌にシソのほかこの葉をまぜてつくる。 麦には録折れ（カマオレが粘

り気かあゥてよいか白麦（シ∵ラムギ）などはまずい。落葉低木で雌雄1輿株で5月初若芽が目立って

4月には噂の小単位花が咲く0鹿美全書8巻に「又花ばか少咲きて実らざる木もう0‾足は撃墜

剥ぎ取少，から皮となし，灰汁にてざっと煮てあら皮智去タ，浄く洗ひ，塩首に漬け置きて用少べ

し」と記している。菜譜下に「春は芽智取てあへ物あっ物にくはふ・・・…夏は美智と少て生にてもは

しでも諸食品に加ふ日用の任味な少熱して口開かざるは毒あ少不可食」とちょりび少毒性もにあわ

している。7サクラサン㌢′辞ウ（大つぶを少木にとげなしと花壇地錦抄Sにあカ）は始め但馬朝倉

谷産であったのを丹波丹後で多くこの枝な接いだので今の人は丹波の朝倉としている近頃奥州津軽

産も亦顆大にして気味勝る云々と和漢三才図会に出ている。 ユザン′う′書ウ（柚さんせク花地3）は

今名フユザンシ甘クのことで常緑の別種。 土佐では4月松椴実を採少筍に加えて宜う〔重修22〕

と云う。また日向さんせラ〔花地3〕こつぶをれ共味よしと巻かれ日向にひなたと應仮名があるが

ヒュウガ（地名）かも知れをい。唐山椒（からさんせう）【増地5〕はアサクラネン∵／才ウの雄木

のようで背時分料理に其まま用るによし実をしさんせう共いうと記して参るのは辛山椒即ち辛皮用

のサンシ雷クのことと思われる。○疫州に目無山椒がある〔本草一家言3〕というのは一「今薬家に

は朝倉サ／シ古クの子む去少，殻のみを売るJ【重修22〕の記事との関連も推測される。
、

（前篇終少J
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如土史家披戸越佐太郎氏と植物

佐方敏男

「先日は種々つきかハ話で有意義でし粘早速1）吉祥草の資料御知らせくたされ長い間気にして

ゐましたのでほっとし。た次第です。明後日京都方面へでかけ受すので資料と吉祥茸を持って清水寺

へ参詣します。帰ってから甘茶の首と土産話した持参しますも万世川辺でフデリンドウ見付けまし

た。取敢えず右御礼ます敬具」。 昭和42年4月11日付戸越さんからのこの葉書の使タを読み

をがら，私はその日の来るのを楽しんで待った020日もすぎた。 もうその日も間近いと思って心

待ちしていた。ところが25日の朝何気なく呂を通していた新開紙上に驚くべき文字を発見して我

が自智疑った。紛れもなく，故戸越佐太郎会葬御礼，とあるではないか。 信じられないことだ……。

そrLから2日後に，しのぶ夫人から翁の訃報を手にした。 も早癒う余地もなく，楽しかるべき再会

の夢は永遠にとざされてしまった。

長く伸び出た桧の頂芽がそよ風に白く韓れて汗ばむほどの陽ざLであった。 小松林の4、径の奥か

ら，ひょっこり現われてゆゥく少と外股がちに，こちらに歩みよって来る丸塾頭の笑顔，洗いざら

しの真日義ヵックーシャツはノータイである。 黒の上衣怒轟造作に杓え込んでいる。 戸越きんだ。

「やあ，しばらくでした。 ようこそ。」「1ケンコッゴワスカ」挨拶菅と少かわしをがら目を落

すと，よそ行きならぬ援軍の短靴は，かなりの砂塊をかぶっていた。 戸越さんは上衣のポケットか

らビニールの袋をとカ出して，そ日中に根ぐるみ収められた小さを革の一つ一つを，亨も大事そう

に編み出して，紙の上にていねいに並べ乍らほっほっ説明される。

この吉祥葦については，京都の清水寺に関係があるとあったのを文献に見たことがあるので，そ

れを鹿児島大学の図書館で捜してみたが見付からずに困っている所だとこまごま詰られる。 この花

は唯雑草として見捨てられているのは惜しいものですね。 と可憐をフデリンドウを手に，いつくし

むようなまなざしである。 たんほにrミズキンポウゲ」があったといつて，タカラシ蟹珍しがられ，

先年故内藤先生から照会があったという（2Jシロバナキランソウ払今は白花だが少しかくれて咲く

ものにはわずかに色力嘩いてくるようだ。
この（3）ホウキオオバコは，自宅酎吹上町田尻、）の山足

に－づ朱発見したものだが，下の方の花茎の分岐が小さく，以前あなたから貨ったものよ少花期が早

いようだ，いわば中生（夜かて）ですね。 と細かい観察の結果な語られる。 つぎに，これはアカバ

ナの類と思うがどうですか。 と手につかんで示されたのは，帰化植物むコマツヨイグサの小首らし

い。花も実もない未知の小首を見て，その類恕識別される鋭い藤には敬服した。 ついでアメリカフ

ウロが現われる。こうして疑問の種数については，約番のいくまで追求されるのである。 シロバナ

キランソウ督確めるために，前年（昭和41年Jは，牧野標本館の水島氏に，標本を送少照会して

居られる一事でもその一面が伺われるのである。 ビニール袋の植物はこれで終ったが，話にさらに

軒∴し1、
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この精か話した泊さんむく4）古蓮だ磯子は，雲主語く保存紬ているだろうか。
翁も高齢むことだし

鹿大の先生にでもか臆いしたらと案じているとノL項己そうだ。花祭りも近いので私は，ふとアマチャ

智思い出して，多年これを探してレ、ること哲伝えたら，吹上伊作方面では，たしか大正中期一時流

行したように記憶するが，自宅にもあるからつぎの機会にお届けしましょうとのこと，私には望外

の喜び，是非とお煩いしたので参った。
こうして，とりピタの草木にまつわる話のたね虹尽きると

も見えず続く。戸越さんの博覧強記には，実に驚くばかタである。 この事をロに出すと，氏は幾分

はにかみながらも，これは自分のことでは覆いが，私の舎弟が記憶力がよく，高等科の時の通信辞

にその旨が特記してあつたのを覚えていると笑って答えられた。 私は無躾と思い乍らも，たたみか

けて，その豊冨夜知紐は，何かに書き残してかられるか，と質問してみた。 自分が思い出し，まと

めて書き留めるのはなかなかできにくいのだが，あなたがこうして引き出し役をつとめてくれると，

いろいろ出てくるのです，との答えであった。

・またおききしたいことは沢山残っているが，涼み台に腰をおろして話すうち，またたく問に一時

間余力過ぎてしまった。夜こカ焙しかったが，「マタ，キモサァ」と再会の気さくを言葉菅後に，

いつも・と変らぬ足取カで，戸越さんの後姿は，もと来た道の奥に見えなくなった。 昭和42年4月

3日の崖下カであった…‥モーその後2，5日，吉祥苺の資料をまとめて，氏に送った。 その返事

が本文冒頭の葉書なのである。

天人によると，4月19日夕方，1週間の旅程を無事終えた戸越さんは上磯根で帰宅，今度の旅

行は大変よかゥたと極めて満足の様子たったという。 それからわずか5日後の24日，夢想だにし

なかった悲情を運命は，戸越さんを不帰の客にしてしまった。 朝，指宿市へ出発後数噂乱午後2

時50分頃，田中農園主人と談話中，一寸電話室にたたれた後，応接室で急逝されたのである。 心

臨麻痺のためたった。行年70才。

10年程前の或日，吹上高等学校ひ職員室に，つかつかとはいって来て，いき夜武5Jッバキな集

めて調べているのはあなたか，鹿児島の水井（亀彦）先生にそうお伺いしたが，と方言で話しかけ

てきた天衣無縫の老爺，それが戸越さんとむ初対面であった。 それ以来何回も来訪され，植物や植

物民俗の話や時には郷土史の事なども交えての会話は楽しかった。 うるさい程の質問にもいつもに

こにこと温く受け答えてくれる戸越さんに，私はぐいぐい引きつけられて行った。 全く人徳による

というものだろう。話勉にむはった植物仁ハハくつかな拾いあげてみれば，シュウメイギク（半野望

地j（軋、ゴ（分酎（7jサンショウクス（鋸オカクマノキ，アベマキの大敵ユノミネシダむ保私

（別タヌキアヤメ群生地，脇ッルレイシ（ニガウノ日の遺伝，イネの珍品種の保存（赤米，ナイル河

畔の三角米その他顧摘校へ寄贈り，飢フヨウ（半野生地），脇サッツビンヒプカケという貰植物

が予想近タ，セン′ここ：／ソウであること，イワダカナがイワタバコに間違いなしへことなども知らせて

くださった。

島津義弘公伝来の（13）キササゲの子孫と伝えられる樹から採った種子から育苗している

ということも矧杓㌔

いつかこんなことがあった。 コマツナギ0分布が，伊作以北りようだという話から，私が同属の

（1亜ニワフジに話を移し刻時，この花が吹上町田尻の中島常楽院（薩摩琵琶発祥地J境卯にもあると
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用いて異常を興味をそそられ，詳細を確めたかったが，終にそ（リ槙を逸してしまった。 先年，私は

加世田市竹田神社境内の日新公墓地に生えたニワフジり花を確認していたので，往時こんな草花が

墓前の供花む一つとして植え込まれたものでは夜いかと，ひそかに疑っていた。 公に由緒深い常楽

院内にもあるとすれば，誠に興味深いことだと思ったのでめる。 戸越さんは歩きながらもよく途中

の枝物に注意されて，あむバス停に近い坂道の所には，大きなオガタマノキがあ少ますね，と語ら

れた少した。また戎澤は，話しながら並んで歩いていたのに，つと立止まって，見付けられたイタ

チハギに走少ユタ，こんなにみのっているのは珍しいことだ，とつぶやきをから摘みとった果実を

丁寧に紙に包み，大切にポケットに約められた。 ここ（加世田市新川）では珍らしく覆いのに，吹

上町では実になゥたのき見たことがないとのことであった。 「主人は旅先や訪問先などから，珍ら

しい亀物をいつも持ち帰少押葉などにしておりまし粗，知少合いの方が見えられたときなど，この

植物奴一つ一つ日く付きだと申して笑ってか少ました。」しのぶ未亡人のこの便り叫員別に，氏の

植物に対する並をらぬ関心の一面が伺われる。

戸越さんのお宅は，伊作の町から離れた静かを農村の仔せいの中にある。 数多ある草木の中で自

慢の一つにヤシノキとムクノキの大樹がある。 ヤシノキは，昭和10年春植付の苗が肥立よく生長

し，挺々として玄関前ひ表庭先に南国情緒を漂わせている。 ムクノキ虹，菜の屋根LUの裾に枝を拡

げ，推定樹令750年の樹冠がうっそうと影を夜し，同家代々の守少神として祭られてレ1る。
．
この

大は，鹿児島県の名木のなかにはレ、ってレ1て，よく，「椋（鳩十）さん牲見せたいものだ」と誇ら

しげに冗談をもらしておられたという。 気のおけない友人の訪問を受けた宵，ばさりとした自腹の

相子の大要を潜ってくるそよ風を快く受けをがら，床の高い縁側に深く差し込んだ月光を浴びて，

雑談にふけっているときなど，つい，「春風や金峰山を椰子某越し」「春暖の椰子の葉風の想いか

な」の句なども思わず出てくる戸越さんであゥた。

戸越さんは世話好きであった。 内藤先生か，あんな詭査なされているの菅知っていたら，また沢

山の資料を差しあげられたむにと残念そうに詰られたことがあった。 内藤氏の遺稿出版に尽力され，

東京の柳田国男氏との交渉や出版準備の内輪話もきし1たが，そむことは，「また何くれとこの事

t遺稿出版のこと）にお力添えくださった伊作町の戸越様，云々」と内藤天人の書かれたあとかき

の中に一言謝意がのべられている。
また，内藤氏編の鹿児島県植物方名集の再版が，新しく方言名

の索引蟹つけて，昭和56年に出されたとき，その索引の終力む部分に，何のことわカもなく，ぽ

つんと，参考として南証（金崎，吹上，日吉町J植物方言（吹上高校調）が5頁はどついている。

これは，戸越さんの口添えによるもので，実應－これの原稿は，私が学奴で用いたプリントの一書E

を，同氏の求めに応じて，不完全をものながらさしあげたものである。 それが思いもよらぬ問に，

こんな形でそのまま公表されてしまったものである。 戸越さんがなくなってから5月近い日が流れた

た7月中旬，苗ハス種子発芽成功の記事が，写真入少で新開に紹介され，話勉になった。 まさしく

戸越さんの心配していたハスである。 私は，地下の戸越さんを偲び，たまらなく覆って，その種子

の所持者泊尚義翁に，戸越さんのことをど問い合わしてみた。 折返し，翁から長文わ返事をいただ

いたので，ノ、スの種子をめぐる両翁の消息が活写されている同文恕ここに披露掲載させていたたく。
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「（前略）私も元々吹上町伊作の生れですので早くから知って卦再出宅にも度々見えました。 当

市内で前記の鼠芸同好会も数年前から入会しましたので毎月由僻蛤に逢って居ました。 私保存のハ

スの種子を見て是非早く私の生きて居る内に実験しなき叶農大に虹知った人もみちですから頗んで

もいLへですがとつい昨年の会合の時親切に話し期待して貰っていましたが，そむ時私は前記む通力

第一期五十年を待って居るのでもうすぐだから其時は又相談しますから宜しくと話したくコでしたが

急逝で誠に惜しい事でした。
（中略）追って戸越君に就いては同君の研究心（何でも）自分を忘れ

ての奉公の意志全く柿に見る人で常に敬服して居少芋した。 とん夜番はすべて御熟知の事と思居カ

ますが一寸たけ追加致します。」何の飾気もなく，淡々と記され托この文を読んで，私は，両翁の

胸中を通い合った狙いものをほのぼのと感ずるのである。

それにつけても，戸越さん白身の豊富な知識が紙上に発表されたものが少ないのは，誠に惜しい

ことである。伊作史談会，博物学会（鹿児島高畠時代からの），県民俗学会，園芸伺好会（虎児良

市）などに関係されたが，最近の主要発表脇目の若干をあげれば次の様である。

ミカンについて（さんざし，昭和33年3月）ニガウリ（ツルレイシ），薩摩びわと常楽院

（同上誌）斉彬公とフェニッ． クス，斉彬公と水稲二期作（三州談義，昭和34年12月）

田代安定先生について（南日本新聞，昭和54年3月d日）有名を千本楠につLへて（吹上町報文

化財めぐ少，昭和41年4月5日）似． 上は，天人からの過信によったが，ここ数年は，盲憎史を

本格的にまとめる決意で，資料など集めておられたそうである。

私は今，郷土史に明るかった戸越さんが，郷土の民俗行事の上に残された，うるわしい仕事の一

つな紹介せねほならぬ。鹿児島市八坂神社の砥屈祭の脆いは，古来夏の一盛事であった。 毎年5月

15日神輿（みこしJ当社に臨幸あ少て，神官路すがら神菜を奏し，市坊や男女老若前後を囲みて

供奉す，市民弓矢鉾太刀或は大きなる傘十二就女（かため）などを拐え是に従う且市坊よ少数種の

山柵（や受∴主と出し，笛鼓鉦琴三舷鼓弓などの音曲智のせ以て歌謡菅和し，その中醗鼠噴tぎおん

はやし）という山柵あ少，少女これに乗少一種風流の歌曲をなす，俗に是を噴山という或は牛にひ

かせ，或は壮年の男子ども是恕ひく，すべて行粧華麗を尽し，見物の貴腐移し，と祭の様子が記さ

れている。
この大祭の神輿の上の鳳凰のくわえる稲の穂は，古来，伊作与倉からの奉納の（15毎稲で

ありたが，近年中絶されていた。この事笑迦知った戸越さんは，非常に残念がられ，その復活に努

力首れたのであった。このため，昭和34年7月26日，「多年に重力八坂神社祇園大祭に際して

神輿用稲穂の御車納」智続けられたとして，大祭奉賀会長と神社宮司超名で感謝状が贈られた。 正

に氏の面目怒施した・一一番といえよう。ヤンヤと賑わうお祭の神輿を飾る深い伝統を支え得て，目を

細めて満足気に，遠くからこれ智見守っておられる戸越さんの姿が見えるようである。 この香稲に

ついて，内政氏の鹿児島民俗植物記27頁に，「カバシコ（香稲）は早生種有芝で鳥に雀は来なレ1

日目‥毎年7月下旬屁児島市紙園神社祭礼の香稲怒持参しその稲は山車の柱四つにくく少つけられる

のが例である。
（昭． 31．4．10戸越氏）」とあるが，神社当局の話では，現在は，「御神輿

の鳥の口と山車（笛鉄山のみ）の馬山口の両方に使用し，山車の柱にはくく少つけて店をい。」

（戸越夫人，昭和42．9．17豪京による。 ）のが事実だそうである。 それはさておき，この
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緯薗祭の続限れ氏の功績は，鳳鼠の靖から碑へと永久に伝わることであろう。

氏は生来煙草も癖もたしなまず，旅行が楽しみで交友も広く，生前は，「明治の香い（クする」氏

の旧家を民俗や史鎮調査のため，訪れる人も多かった。 虚業の傍，自らまとめられた簡易気象観測

や生物季節調査などの資料は，研究者に快く提供された。
．
そして，人好きのする微笑とさつば少し

た気性，誠実な人格は，どことなく人をひきつけ，人々に愛せられずにはいをかった。 旧知の親し

いかたがたも多かろうというのに，自ら進んでこの拙文を構えるに至ったこと払唯ひたすらに氏

を惜しむ心に引きずられたからであって，今にして思えは，面映い気がする。 夫人から届いた数通

の文面から，私は，主人の生涯の仕事のかけに，常にひった少寄カそった，しのぶ夫人の姿があり

たことを切実に感じた。他も自分抄仕事や趣味に対し，夫人の深い関心や理解や協力と共に，限

少ない愛情に包まれて生きられた戸越さんを，その中に，はりきちと読みとることができたのであ

る。戸越さんは幸福を人であった。 それだけにまた惜しい人であった。

証（1）吉祥草の名は，もと榛名で，家に吉事があると，きまってこの花が閃くので吉祥というと

云われている。貝原益軒は，吉祥革，和俗観音葦とレりハ花なし〔花払下〕と記し，また，蘭に似

て庭に栽ゆペし花無く無門冬〔大和本草，7の35丁，オ〕といっている。 更に，吉祥葉如萱小を

クとし，山村人以挿瓶柁先云々〔同書附録，1の7丁，ウ〕とも別記している。 同じ頃，寺島良安

は，紀州熊野の山谷に，俗称谷渡（タニワタリ）というロがあって，またそ瑚Eo有無を見ないが

多分これが吉祥草の類だろうと疑っている〔和漢三才図島1400頁，明治59年版〕。 偶々，

花凸あること督明記したものも，笠を揃えて5弁甲花だと書き〔葦末技鑑亀重修木葦綱目啓蒙，

16など〕，記名録には，草花譜図として吉祥草花の図なのせ，明白に5弁花を開くとある〔同省

17の24に貼付〕のは間違いである。
支部の文献については，後藤光生が，1752年，本草拾

遺以下14種の名を挙げている〔本草約月補物品日録，14～15丁〕。 その中，本草綱目中の吉

祥革の条下に，今人種一種草葉如埠爾（中略J亦名吉祥草非此吉祥草也とあって，故地でも吉祥革

と称するものは，何種類かあったらしい。 我国では，フフキソウ（ツゲ科）の一名をキチジソウ，

吉祥革とも呼ぶそうである。日本名として，ローマ字で，ヤマソベと記されてLへるのは，いぶかし

い名だが，多分ヤマショウブの誤少と思うがいかが。 香こそないが，草の性状はカワショウプ（セ

キシ3ウ）と似在所もある〔フラン∵／ェ一，サバチュ，日本植物目録Ⅲ，58〕。 また某署に，

「茅香花唐人説鼠裔之址雪山之如多生此葦所謂吉祥草忍辱尊等是也」とあるのは，明らかに香草の

頬に吉祥革というのがあることを示し，辞源に香群を引用して，茅香花唐本等云，剣南諸州に生ず，

其茎葉黒褐色，花白，白茅に非ざる也。 実記は揚浴に煮るべし。 邪気を避け，人をして香ばしから

しむ，と事き，亦香麻と称す一元漢文〔同署，下冊，申24〕と記きれている。 わが国で軋易

林本節用粂t1597年）に，吉祥革，茅異名〔日本古典全集，大正15年，による〕と参るが，

当時はどんな栖物川こあてていたのだろうか。草木図説（1832年）に至れこの茸の完全た図解

が見られ，花は，「筒様六裂ニシテ反シ云々」と記きれている〔増補本，1910年による〕。 一

方支部の植物名実図考（1848年）にある七厘麻という草の図がキチジ芦ウソウなよく現わして
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いる。日，七厘麻，江蔚山中看之，似吉祥草． 染而紋理租直，横根緑潤，有節，、似竹腰而敗，土医

以治筋骨痺痛。これを読むと，別に吉祥茸というのがあるらしい。 七厘の意味については，次丁七

厘丹の条下に，忌多用故以七厘為名とあるを見れば自ら明らかである〔1885年重修本，山草巻

9の55丁〕○麻は，発音上，闇人呼茅如麻とあって，吉祥草との関係がわかる○拙文の男！ 釦ま上

の重修本よ少の模写である。

貝原益軒が，大和本草巻七の中，欄外見出しに和品と輿記して，観音草の名を出しているがこの

名の由来につき，′J、野僚山の大和本草批正に僕テ水清水へ参詣せしとき初めて此茸を採少し故観音

茸と名つく。云々」と出ていることや当の稿若水が益軒に与えた書簡のづ知「又釈尊説法の時分，

此葦の上に坐せられ説法之由克之旗。 何様凡葺とは不相見候。 云々」〔白井光太郎氏による〕をど

な資料として，戸越書んに送ったのを，この革と共に携えて，京都清水寺輿ノ院の大円師に呈上さ

れた棋椋で，急逝後，息女ま少子さんが同寺を訪れた時は，吉祥革がきれいな鉢権として変植きれ

ていたという。
（図①重修植物名実図考キチジ苫ウソウ②戸越氏寄贈の吉祥革）

（2）シ′ロバナキランソウ学名は，1947年，太田氏の合名。 戸越さんが，永富のお寺住職

からきいたという話によれば，戦時中住職が島原の中学に在職当時，牧野氏が同地にこの種を採ら

れた。その後牧野氏から鹿児島にもある筈だから注意採無するように通信があったと。 また後年内

藤氏がコマツナギなど調査に来られた折，入来浜に一泊，戸越氏も同宿の席上でもこの草に注意す

るよう依糖が為った由。ヤマザクラと花勘が同じで殆んど白色なれど，晩咲き技紫条が少しはっき

カしてくるようだと。水島氏よ少の返信裏書に，モモイロキランソウとあるのを見せられたことが

あるのが後者か。

（3）ホウキオオバコ11954年4月2日，私は加世田市万世の路傍に唯1株を発見し，でき

た種子をまいたら殆んどホウキオオノくコになったが，母株は，柄苦く多分白柄）に枯死した。 翌

夏来訪された戸越さんにこの首を進呈した。 1955年11月50日付便少に「フヨウの事，巨キ

ランノウの事，ホーキオホバコむ件等年内に参上御邪魔いたしませう。 オホバコの種子が発芽数百

本どん夜ものがでるかたむしみです。 ヒモ状のが二又三又になりたりを発見しましたので持参いた

しです。去年九大農学部遺伝学研究室へ出向種々話しておきました。 云々」。その後，上の現品蟹

加世田高校生物室に持参されたのである。

（4）古蓮の種子この話は，19d5年5月にきいた。 泊尚義民が満州で，ハスの古種子の発

芽を自然状態に於て，発見観察されたのは，大正8年（1919）であるが，その後有名を大賀氏

は，同地で得られた種子の人工発芽実験に成功，昭和元年（1926）に発表され，ハス博士とし

て名な成された。当時の事実を語る泊翁心通信は，頗る興味があるのみならず有益でもあるので今

その全文を原文のせ首輪裁きせていたたこう。

「ハスの種子と現地自然発芽を莞見した事は新開記載の通別日関東州普蘭店の劃，田とい別口家

の広い敷地が往古池であったのが三百数十年前に乾枯して今は畑地にをゥて居ると云う記録があ少

其畑地内にハスの種子が雨季に時々洗い出されて発芽するものがあると附近む満人が云って眉ると

の事怒私が飽いたので（大速に赴任してから）大正八年八月五日（満州の雨季）採集に行って種子
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と幼百三枚を発見した事は日本人としては最初で之で窮一に発芽力のあることを薙訳したのが幸運

（雨季に行ったのが）であったわけです。 大賀氏． は其後数年してから満鉄の教員養成所に赴任して

来て植物専門でありたから其事を聞いて私の得た処で種子を得たが同地での自然発芽は見付からず

（雨季が過ぎると発芽したものもすぐ枯れてしまうから）自分で発芽実験をして其結果を恩師の東

大¢教授に送って学位を得られたのでした。 新開に苦いた過少全く私の現地発芽発見が元になった

（きっかけ）次第ですが当時之に放て事実を知って居る人がなぜ学位を取られてしまりたのかと批

判したものでしたが私は単に一つむ発見だけでの学位はそんな価値あるものではなく更に其の生命

力が伺十年何首年続くものかを確める実験こそ価値あるものであると信じて五十年間を第一期とし

て大事に保存して今年丁度五十年に近く自身も既に活八十五才に遷したからと決恵して大学で実験

した次第でづ㌔」大学に実験依頼したことについて翁は，設備や大事を取って，園芸同好会員や

伊藤博士の紹介で，農学部育種学教室○宮司教授にお願いしたと署いておられる。
実験の総菜につ

いては，「実験は簡単で初回は二枚の内一粒にはキズを附け一粒は硫酸処座した処硫酸処理は時間

が長過ぎて失敗キズ附けた方たけ僅か三日で発芽。 更に二回臼に一粒は同じくキズを附け疇粒はキ

ズを附けず其億にして比較した処キズを附けたのは矢張り三日間で発芽其億のは一週間で発芽しま

した。新関の写真はキズをつけたのが発芽したばか少をので，もーつ黒い粒の様に見えて居るのは

それから四，五日してから発芽しました。 首はもうかを少大きくをカますが大学内の池に植える予

定です」とちる。

（5）当時私は，リ／ゴツバキのことを永井亀彦先生（元鹿児島一中教諭，エラブウナギの研究は

有名，昭和40年較」に照会したことがあった山で，先生を訪問きれた戸越さんにこの話をきれた

ものらしい。

（色へゴ南薩では，野間半島，加世田市小湊以南に自生があるが，それよ舛ヒではよく知ら

れなかった。ところが日置郡吹上町花田小学校裏の山で終戦時兵隊が採ったという。 また戸越さん

の注意によカ，同町永富七呂の山中に自生状況調査に赴いたことがある。 恰も同地で殖林作業中の

七呂「氏の好意で探してみたが既に伐採されたらしく発見できなかった。 しかし確かに自生はあっ

たそうでこの山0人口付近に台湾引拐者が住んでいて？ ゴたとわかったとのこ1とであった。 その後，

川辺郡川辺町野吟区の仁床山でへゴく通称ヒ彿ゲへゴ）が発見された（南日本新開1958．5．

5）というのは珍らしい。 上記野間半島では，赤生木（笠沙町）Uへゴは，大正15年に国指定天

然記念物になりていで，t「一群落高さ1丈余のもの20株余り」「尚仝地の東北18粁の万世町

（今は加世田市）の人家にはへゴの枯木を垣として相当使用せる点よケ見れば以前には同地方に相

当多数も少しものと考えらる」〔薩摩植物誌弟二鳥53（1951）〕とある。 殆んど40年を経

た現在では唯1株だけが残っている（19占5．5．5調査）のはなげかわしい。 同地の宮路ヨネ

キクさん（75才）が町教育振興会の依嘱で月手当500円で管理の任に当っているとのことであ

った。
ここから南へ2キロ余の平水山（5d2米）北東面の谷間のスギ林の申． 約100米の高さ

ででの地域に1～1．5米の幹高のへゴが51株自生し，稚株まで入れると112枚を数えた

（1955．5．9大迫忠君と調査）。 若し適切な保護が加えられるたら古も前記赤生木のへゴ
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自生地にもまざる天然記念物と攻夕得るだろう。 ，因みに，万世町のへゴの枯木の垣の丁字屋のもの

は，屋久島から取少寄せたものだという。 （図⑧平水山山へ，ゴ）

（7）サンショウタス伊作の麓にあって，戦時中根や枝葉を試料として某試験所に運んだこと

があるが，その生地の土壌は硫黄に関係があるかも知れめとりケ。 クスの優良品稗で形の上からは，

ボケクス（7ガクスとアオクスの中間）と区別しにくいが，枝葉を切るとサンシ甘ウの香りがあっ

て，シ′ヨウノウやショウノウ油が他品種よカ多い。稀産の有望品種という。

（8）オガクマノキ戸越さんのミカ／畑に・しなだれた大木が影智をしていたので，この木と知

らず伐ってしまゥた。今考えてみると，先代がこの木の根元に，紙シベ立てて柁っていたの哲子供

の頃みた覚えがあるとのこと。古来神聖を木としてあがめられていたこの木は，方記名チッガγ！

キ（氏細の木）（西長島）やヨキトギ（熊本県一部）など記されているが，川辺郡笠沙町では，カ

シクレというそうである。それは，カツ位が何か，もりと堅くて立派だぞとの意たと云＿う。 この一

種でトウオガクマという集が小さく花香の強い低木が本校樹木園にも植えてある。 支部大陸録子江

流域をどで，盛夏の香花として，ぺ－ランホァ（白蘭花）を売少歩くのを私は見かけたことがある。

ざるに拉った黒布を被っているのを除いてみると，短い花柄に細い針金を通した花を2，3個宛連

結して甜牽まがいにかたどったものなどがあった。 これもオガクマの別種である。

（9）タヌキアヤメ吹上町薩摩湖・吹上駅間の凹地が水湿地になゥていて，そこにかなカの大

きさの群落が見られた（10年程前）がその夜水が枯れ． て，その群落は死滅してしまったようであ

る。この群落地あたクに，田代左足翁の記念碑でも建てたらとの考えな戸越さんから開いたことが

ある。南方地物殊に，南西諸島の植物研究などに大き奇功舐なのこされた田代翁の徳怒たたえ，魚

苗，亜線描植物のタヌキアヤメを配して，南海を望む砂丘に記念碑建立の構想である。 この地から

遠望される野間岳（591米）には，翁の名を記念した，ロドデンドロン，メトシ「ロイという学名の

料クラツツジの一品が多いが，さくら色の花の中に稀に白色の株，シロバナアラグサクラツツジ

（新称）も見られる。

110）ツルレイシ果実長形の称を自宅に栽培しておられるが，交雑によゥて短形化してしまう

と話しておられた。

仕1）：7ヨウ野望のフヨウが田尻の山間にあることを教えられたので，いつか花を見たいと話

していた所，40年の9月に花が咲いたから，都合ついたら調べに来ないか，案円するからと俊男

をくださったが，聾者掃気のため実現しなかったのは甚だ遺憾である。 フヨウ一については，昨年，

加世田市上津某の人の話で払昔付近の山中にあつたのを自庭に移植したものがあるそうで土地の

人は川柳とレゝっているという。この名は，加世田名勝志帳（寛政四年王子八月橋本）の物産の二第中

本類に，川柳，モレイ花と前後に並んで出ている。 方富を調べる者にとって，1792年の此本に

植物名が方言名で書かれてあることはでことに有難い。

821ザクツピンヒ・ブカケ吹上町和田に限られた名前で，ザグッシビン1ニッカケとも云われて

いるらしレヽこの－直物は，山足，路傍などに生える有毒植物であるが，方言名の由来未詳。 このつ

るを鉢で切力払うと，その鉦のハの切れ味がわるく怒ると云い伝えている。 元来センニンソウは牛
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馬の飼料としては不通で，歯が欠けてしまうと伝えられ，ウシノバツッカグ、またはウマソバツッカ

ゲ，ハカググサ，バップカゲクサなどの名でとおっている【日置郡日吉，吹上町）。 またコシコカ

ズラ（吹上町花軌川辺部大浦町など）ドクカズラ（川辺町）ダンマカズラ（加担田市内布など）

ウマグマ（加世田市）などの名で知られている。

（13）キササゲかつて，ホウライテク（金竹）の由来調査のため，伊集院町妙円寺に赴いた時

そこの住職宅近くに，島津義弘公朝鮮より伝来というキササゲの何代目かの樹があった。 それの種

子を待て，育苗してあるからと，55年頃吹上高校へ，41年には加担田高校へ持参寄贈きれた。

この木は元支那原産であるが南薩では普通には栽穂首持ていない。 票た各地の河辺などに野生状を

なし時に群生することがあると記されてはいるが，こちらではそんな所もない。 鹿児島市などで払

門口智はいった所に植えてあったが，他木を凌いでそびえていた。 薬用の外，富よけの意味をもた

して植えられたのかも矢的貴い。

仙こワフジ一名ヒメフヂ〔花壇地銀抄3），コフヂ〔花訂中〕。 ・＝ワフジ〔草木図説巻

15〕が標準和名となっている。 別にイワフジの名もあるが，この小木をナツフジともいうとして

あるもの【救荒本革啓蒙12む3〕もある。 今名ナツフジは，増補地銀抄5にドヨウ藤の名で図解

され，近くは，有用植物図説2に彩色2分1大の図が出ている。 ニワフジはでたイワフジ胡豆とし

て同書785図がある。 漢字名，胡豆というのは，救荒本草の図に基づいた引用で，其記聞〔森約

之曇，嘉永2年稿〕巻12に，胡豆，富豪（花戸）此豆山中二生俗名姫フジ其対生夏穂ヲ山シ花萩

ノ如シ儀典ヲ紐ブ薄紫ヲ苗プ又白茎モ有ト未見（中喝）山奴白河山エバ木立アリと戟す。 古名録に

は，コフデは今人家二多ク植テ花ヲ其ス老茎冬不枯（中亀）花斉官軍こ此花ヲ寓シテ柳穿魚ト銘ス

（後略）として同書の図を転載してしつる。柳穿魚というのは，枝がやわらかで集が細くヤナギに似

ていて花は魚て似ているからだ。その花は夏至に開いて冬至におさまるからこ至花ともいっている。

呉門の花市では，多くつなぎあわせて桜台や鳥獣の形をつくって売るとある花鏡の記事は興味深い

が＝ワフジ属数十種もある支那のこと故果してニワフジに断定してよいのか疑問である。 大和本

草中のイワフジは，ニワフジではなく，熊野でフジランと呼ぶものを少というがこれは何種だろう

か。何はさておき，舶来花井の少なかった頃，匿に多く植えて観賞せられたという淡紅可憐をこワ

フジが，この地方では，基地にわずかにその名残少を止めているようである。 （図③ニワフジの一

枝，加世田市打田神社境内日新公墓地付近での採品）

仙香稲（カバシコ）吹上町与倉の香稲については次の記事がある。 「与倉見同村路傍山

崖下二清水湧出ス世俗或ハ与倉井側ト云……コノ泉ノ中二昔ヨリ毎年自然二香稲ヲ生シテ（戎享保

年中ヨリ生スト云）五六月実ヲ佑プ土俗其稲穂ノ大小ヲ以テ其秋ノ豊凶ヲ察スルニ果シテ兆ノ如シ

ト云ヘリ」〔虚構日地理基考13，昭和4，再版〕。 また三国名勝図絵29巻にこの自然生稲の生

地の図がある。ここでは冬季水温が19～24℃あカ管理よければ2週間早く出穂するという。 カ

バシコは普通晩生としてあるが，此地のも’のは早種種との事であるから或は共晶稲か。
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クラブ顧問としての反省

新　山　茂　久

今年は生物部にとってうれしいことがいろいろあタました。先ず佐方先生が元気になって復職さ

れたことです。先生は研究執心を方で特に植物の分類については，くわしい先生です。

このようを先生が帰ってこられたことは生物部にとゥて非常に嬉しいことです。部員の中には分類

方面の研究を志す人が今後多くでて来ることだろうと思います。

大原君が卒業にあたカ，功労賞をいただいたことも花壇の管理に精出して校内の美化に少しでtも

役立とうとしてきた部員みんなの労が報いられたようで本当に喜こぼしいことの一つです。

クラブの時間が時間割のなかに特設されたことも学暫のあい間に研究の時間をみいだしつつ昼食

時間やその他〇休み時間にもなんとかしようとしてきた部員にとっては非常にうれしいことでした。

又昨年にも増して部員の活動に自主性のでてきたことは顧問として何よカもうれしいことです。

採集会，文化祭，まむせの編集，花壇の管理，等々すべて自主的に積極的に良く行ったと思います。

なかでも文化祭に展示発表する研究テーマの選択から実際の準備そして展示とすべて自分達で企画

し準備し発表したことはその内容を云々するまえにはめて良い事だと心から思い竃す。

良いことばかり賓きましたが，部の活動鞄て研究の成果をあげるために考えなければならない点

もあると思います。来年度は次のようなこと恕考え注意して研究をすすbたらどうだろうか。

1．継続的を研究を考えてみよう。今年度の研究発表の中には永い時日をかけて行なった研究成

果の発表が割合少いようです。 地味でもこつこつと永い時間をかけたでとま少のあるものをも

う少し増やしていけたらと思います。 こむためには先輩から後輩へとその成果を引き継いでい

くことが必要でしよう。 又根気強さも必要と覆るでしょう。

2．研究テーマの決定にはもう少し慎重さが必要でしょう。そのためには早くからこのことにと

ち組むことが必要でしょう。

ま1．2． も含めてわれわれの生活の夜かからのテーマの選もあってよいと思います。

4．部として大きをテーマ蟹もちそれないろいろ夜方面から研究してみるというようなことも考

えてみよう。

5．上のためにも特設の時間を生かして行きたレもこの時問に充分話し合い時には研究発表をす

るようにしたらどうだろう。

まとま少のないことをだらだらかきましたが今後も仲良く研究活動をすすめていってください。
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まのせ発行に　よ、せて

廃嫡　　種木　孝　雄

′」、生が加担玩高校確着任してから既に三年半が過ぎ去ってしまった。 その間，生物部員等は実に

よく頑張った。創刊号（現在，出水高校在職の福田先生の指導によ錮台められた。 J以来早くも第

5号。すりかク軌道に乗った感じでうれしく思う。 第5号もそうであったように，全て生徒の手に

よる編集である。 この受験勉強で虻がしい中にあって，これだけやれたことは立派だと思う。 たと

えそれが追試であらても，物事を考えることを忘れてしまった高校生の中にあって，それは彼等に

と完七畠遥領収進であろう。 “入梅は考える葦である。 ”もちろんこれはノ1スカルの名言であるが，

その名言は今でも生きているはずだ。 いや，生きていなければ覆らないはずだ。 ところがそれが，

今の高校生にはあやつり人形として生きてはい凌いだううか。 そうでないことを願いたいが。 その

意味から冬，たとえそれが追試で与っても貴重であると思う。

日本の自然は四季の変化に恵まれて，移少行く時の流れが野や山や庭に楽しく美しく告げる。 そ

れを素直に聴く余裕がほしい。 空を見て，道げたの草花を見てふと足を止める心がほしい。 ビルの

谷間にあえぐ高校生をアイドルとして血眼になって追い求める高校生の姿をみるとき，ふと情けな

くなる。せっかくこの素晴らしい自然環境に恵まれ虻がら，それを無視してただ覚えることのみに

あくせくしていては申し訳けないては覆いか。 生物部員諸君，今後ともこの大自然の動きに日をそ

むけることなかれ。 諸君等の‘‘考えること”はそこに港んでいるのだ。
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卒業前夜に思　う

大原賢、二

高校生活3年吼それは生物由，いや虫との5年滝だったと言ってもレ㍗ハかもしれない。 虫のお

かげでいい先生や先輩，そして親しい仲間たちを祷ることができた。しかし5年間といっても，1

年の時は虫なんてせりたく知らないのでムシとカはしなかったけど……‥b2年になってからとい

うものは，入稿ユタもムシとのつき合いの方が多かったかもしれない。しかし2年のはじめのころ

はまだムシのことをまったくと言っていいほど知らなかった僕はどんな虹が何というやつで，やれ

食草がどうの，サナギがこうだ，幼虫は・‥……凌んてことには口を出すことのできるような身分で

はなかった。とにかく妹に針をさしてその稲をていねいにのはしているやつらの気がしれなかった。

その人間が今のこの人間である。これは驚くべきことではなかろうか。「ムシムシJなんてクワゴ

トみたいに言いながらあっちこっち飛び回ってはムシなとりまくカ，また写真もと少まくった。勉

強はしないでいてすぐどっかへ出て行ってしまい，先生方にも「勉強をしない」と言ってしかられ

た。

僕の友人たるや，またこれがそろいもそろってゆかいを連中ばか生我々が話して∴へるのを開い

ていると，落語なんかよウおもしろいとよく言われたものだった。本人たち自身「自分たちはぬけ

ていて，どっか異状なんだ」と思っているから無理もない。そう思っているのはお前だけだって7

そんなことはない。みんながおかしい。いややっぱカ僕だけか夜。

とにかくあと10数時間後には我々は卒業式（正確には卒莫予蝕式）に出ることになっている。

つまカ高校な追いだされるつてわけである。

短いようで長く，長いようで短い3年間だった。 我々はよく遊び，いろいろなことなや少，やら

なかったのが，勉強だけというぐらいだからいろいろを思い出がある。1年のときは，そうゆっく

少もしていられなかったからあ電力をいけと，2年になってからは祝もくわしくをってきたし，自

分たちてやれるようになってきた。忘れていたが，前にムシムシと書いたがこれはすべて塀と思っ

ていただきたい。

さてその2年のことであるカも僕が初めて迷娠にぶつかったのは7月5日で＿あ． った。そ甲日は梅

雨の残少のような日であった。スイカ畑怒ゆっく少と飛んでいる一頭の虹を発見／「夜有だ，ツマ

グロの♀か」と思ってそのまま行こうとした言しかしその時，憧後まで確かめろ〝」という恩師

むことばを思い出した。
そこでもう少し見ているとチョコンとサツ‾マイモの薬にとま。た〔しまっ

た〝」と思わずさけんだ0レーヤ芦は出さなかった0そう思った？
．
「それ行け」と走力出し私も

なぜしまったと思ったか7ゥて。そいつが止ったときブラリと下ったpつまクマダラチ才ウのスタ

イルで止ったのである。それですぐカバマダラと気付hた‾ェうをわけである妙も・さて困ったことに

ネットは持っていない。家に取カに帰る間に逃げそうだしどうしようと思っていると，隣力むお
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はさんがすぐ近くの畑で仕事をしている。 そこでその度可まさんを呼んで，「レ1つとっこいつを見は

っておいてください。」と言ってネタトを取に舟如何なくと手に入れることができた。 こいつ

の卦かけで娯山と少亡になってしまった。 さらに悪いことに坊之津町の秋目でツマベニチョウの勉

にギンモンウスキチ了クや，リュウキュウムラサキまで目撃してしまい，どうしてもあいつら懲手

に入れてやると慈い万に夜少きゥてしまい，日曜のたびに出かけて行ってはそこいらをあらし回っ

た．。おかげでツマベこチaウはたいたい食草の分布など調べられた。 おそらく今後も部員の方々の

手でもっともっとわくを広げてレトってくrLることだろう。

また年に一回男子部員だけによる採集会，これが一一■番レHハ思い出でもあるし，一番成果もあがっ

たようである。男子だけたからどんなことをしようと，どんなところに行こうと平気たから山の中

だろうが，危険な谷川をどもおかせレTたしに進んだ。

我々は娠しかとらないんだろうと思ってもらってはこでる。 いやもっともこの僕も採無に行った

ら娠ぐらいしかとらをいたろうと思っていた。 2年の時へどなとったことはあるが，あれは畑の中

であゥたから……。しかし5年のある日，我が愛する鮎の仲間たちと採集に行った時，谷川を登っ

ていく途中でふと水の中を見ると何か見えている。 「アレグ，あいつはウナギじゃをいか7」と言

うと，みんをもそうだと言う。採集用具はネット。 採集者はD君。 みごとに一発でしとめた。 実に

みことであぅた。そのウナギは，少々短かったがとてもふとかつた。 「食ったらうまいだろうを」

と話していると，餌嘉いわく「こいつは山の主じゃネェむか？」こう言われると何となく食う気に

凝れず，そのまま飼うことになりたか，残念ながら次の日死んでし篭った。 そのあとでは「だから

早く食っとけばよかったんだ」と大騒ぎであった。 さてつでらないことをべらべらと書いてしまっ

たが，こういうわけのわからめ文を書くのは私の得意とするところであるので，許していたたきた

い。

「高校時代何恕やったかりと掬かれても「ある程藍奴のことをヤク篭した。」と言えるように

は夜つた我らむグループである。しかし我々がやったことは先生に教えられ，先輩たちのいろんな

耗験に基づくものであったと思う。 このことは忘れてはならないが，自分たちの新しいやカ方とい

うもの，これ蟹ぜひ見つけてそrLぞれのクラブの特徴を出してほしいむである。 別に望物部という

のは今まで戊をやっていたからといって，ずゥと奴をやらねばならないということにないむである。

新しい分野督大いに拡けてほしい。 我々は少しはそれもやれたのではないかと思っている。 先生を

大いに利用してどしどしやってほしい。 先生方も時甑さえあればきっと教えてくださるはずである。

先生に頼るのはよくをいことかもしれないが，よい意味での先生の利用ということをもっと考えて

ほしい。我々みたいに先生のいうことも何射増かず，かってにやった連中はあまタいい見本ではを

レつかもしれ夜も（。

虹の話から何ともまとまりのない話になってしまったが，「、まのせNo． る」の完成も近いし，うれ

しいことである。こむ一年クラブのじゃまばか少してすでなく思ってい篭す。 思う存分，自分たち

の活動の型というものをつくれたくしたので虹，ということがたた一つ一山践カです。 そrLではあと

18時冊もなくなカ壊した。
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生物部がもっともりとさかんなクラブで明るく楽しい部になることを心から祈ります。 本当に5

年の聞いろいろお世話にな少ました。 さようなら「でのせ」レ、つ受でも続くことを・・・……‥…b

1968年度文化祭反省

0犬の解剖

0植物の葉の蒸散

0植物に合でれる色素について

0消化酵素の働きについて

0オジギソウについて

0染色体の観察

0植物の呼吸について

0プラナリアの再生

2年　　平　川　思　久

0カエルのノ滅潅流実験

D呼吸について

0故ヨ三物

0葉阪標本むっくり方

0卵かく転による浸透実鼠

0コCrジオ／鋲による浸透圧実験

0揖展示

0血液

今年は，一昨年と違って2日間の文化祭でありたため，我々部員一同もはカきゥて文化祭にのぞ

んた。出展作品も円容ともに，我々としては，最高でなくともよくやれた方ではないかと思います。

特に犬の解剖は押す夜押す夜の混雑ぷタで最高の見世物であった。 また，犬を解剖するまでの担当

者の苦労智鳴いたレ㌔それに今年初めてと思われる葉脈標本の版売を実施した。 こ才Lはみな手軽に

作れるとはしへん買う人が多く担当者なこ篭らせた程でした。

文化祭後日行なった反省会では，多くの欠点や要望が，1年生諸君の間から活発に出された。 み

んなが共通してと少あげることとしては，配置が悪い。 これは，だれがどこでどの実験をしている

のか区別がつきにくかった。 また，わかりやすい研究をやれとか覗明の点で分野が広くなってしま

って担当者自身がわからなくなった。 見学者が質問管してくrL在りので理解してくれたのかわから

なかった。などとたくさんの反省が出されました。 すべてこれらは今後工夫したら解消さrLる聞知

ではをいかと思います。 それに我々2年生が活発でなかったことを深くか詫びするとともに，これ

からの1年生の活動蟹期待します。
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組　芸　メ　モ

2年　福　島　文　徳

〔夏から秋咲き草花の手入れ〕

d月

4　　ヒマワリ・サルビヤ・コスモス・マリーゴールド（赤・黄）の播種

5　　百日葦（混合）菅苗床へ播荏

8　　ヒマワリの鉢植え芽が出る（6割程度）

10　　サルビヤの発芽（8割程度）

12　　苗床のヒマワリの芽が出る（4～絹程度）

13　　首自軍を定植（家庭科室の前の花壇へ）

14　　職員室前の花壕の整備

19　　テランセラの株分け

20　　コスモスを生物室前の花壇へマリーゴールドを家庭科室の前の花壇へそれぞれ定植

21　テランセラを職員室の前の花壇と生物室の前の花壇へそれぞれ定楕

7月

4　　マリーゴールド（赤・黄）を生物室前へ定植

15　　テランセラがだいぶ成長している

20　　ヒマワリを生物室前へ定植，首日華がだいぶ成長している，雨がふらをいためかテラン

1

　

月

　

月

　

月

　

7

　

8

2

　

　

8

　

9

　

　

0

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

セラの成長が止まった

サルビヤを中庭へ定植（赤）

潅水を数日おきにする。 サルビヤが半数以上枯れてしまりた。

記録なし

首床の土こし

アリッサム，キンセン花，クロッカス，ガザニアサンシャイン，業ボタン，デージー，

パンジー，なでしこ，忘れな草，をそれぞれ苗床し播種

11アリッサム，集ボタンが発芽

12キンセン花，春草菊が5割程度それぞれ発芽

14デージー，パンジー，かそれぞれ発芽じょうぷ夜芽である

15かすみ草，なでしこ，忘れな草がそれぞれ発芽

18強雨のため首がたいぷ傾向する

20忘れな草，ノ1ンジーを箱まきにする，温室内の除苺
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1

　

　

ワ

ん

　

　

2

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

中足の円形花壇の化学童品使用のため草創隼虫かこし，堆肥菅入れる

中庄の花壇へそれぞれアネ毒ネ50球，ラナシキュラス24球を植える。

箱できノてンジーが発芽・温室の水かけ一温室の花菱革が大部成長する。 家定クラブ花壇

の除草

温室内のノ1ンジーやや発芽不良・職員室前の花壇のスイートピー（7本）が発芽

スイセン20球家庭科室前の花壇へ植える

キンセン花・アネモネ・ラナンキュラス，少々成長不良・かすみ草の間引き，花麦葦か

少々かrLる

テランセラのハチ栂え（8鉢）を温室へ入れる。 クワズイモ少々霜にうたれる

家庭科室前の花壇の除草・職員室前の花壇のテランセラが霜で大部分がやられる

家庭科室の前の花壇の土こし

家定クラブの花壇の土かえ並びに除草

温室内の除草，水かけ，ラナンキュラス，アネモネの成長不良

チューリップ50球を職員室前の花壇へ植える。 （紅・黄・白・紫・ピンク・黒）

温室内の水かけ・スイートピーの大部分が発芽

ノく／ジーの発芽が患い。 花菱茸が霜にやられている。 ひを菊の発芽が悪レ。 忘れな草が

よく成長している

14． ボケのさし木が花を出す。 矢車草・石竹が雨にうたれたおれる

27忘れを葦（ピンク）－キンセン花を定植

28キンセン花を生物室の前へ定植，月見草を植物園へ定植

1月記録をし

2月記録をし

〔反省〕

この1年間を通じて，全般的に我々のやった薗芸吼苗床から定植篭で約1ケ月間位の鞠蜘当

れであった。もりと早く活動していたらたくさんのきれいを花を咲かせることができたかもしれ幸

い0残念でならない0それに，他の行事とも重なったために思うぞんぷんや聾墾ゝつ竺0貫から秋

咲きの草花では花期が長いし，花壇設計の面でも楽であるマリーゴールドを克くさん育七た方がよ

かったと思う。
春の花壇では球板猿はうまくいったと思う。 特にチぇ－リップは我々の期待にそえてくれた。

しかしラナンキュラス・アネモネらは全然とはいかをかのたがさびしい感じ，これとり． うのも我々

の園芸に関する知識不足や手入れ不足が原因だっためではなかったかと思う。
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生物部1年間の活動状況

2年　　平　川　忠　久

（4月）

1°1年生に対してのクラブ紹介

25第1回部会を開く。 （自己細介）

27備品の点検や採集準備智行をう

28長屋山採簸（2年生4名）

（5月）

5． 坊ノ津採集ツマペニチaクを1頭採集する

41日遠足野間池2～3年生男子部員撫採集を行なう

11竹田神社に朕の採集に行く

25第2回部会を開く，長屋山採集について話し合う

25長屋山採集

27竹田神社にイヌビワ，ヤマビワの調査に行く

（・5月）

8栂池に2年生5名虹採集に行く

15竹田神社にアオバセセリ，イシガケチ富ウ，スミナガシの幼虫採集に行く

15大当採灸

17
竹田神社にイヌビワを取カに行く

22

25大浦に放採集に行く

（7月）

28　′

29一

秋目に採簸咋行く，ツマベニチョウな目撃する

（8　月）

5　　久志採集に行く，多数のギ鐸ポクを発見する

i：）
秋目調査会

13　　備品整理（秋自調査会）

20　　加世田市万世に採集に行く

－78　－



（9　月）

2　　竹田神社に採集に行く

9　　竹田神社に採集に行く

18　　大浦に採集に行く

15　　金峰山に媒採集に行く

15　　竹田神社に採集に行く

17

23　　竹田神社に採集に行く

（10月）

4　　竹田神社にプランクトン採集に行く

5　　体育館落成式（文化祭のための会場作少）

8文化祭使用備品の整理

10大浦に採集に行く（1・2・3年男子）

14文化祭反省会

20大当にギョポク採集に行く

（11月）

7持のせ」編集にとりかかる

10等のせにプランクトン採集に行く。 （まのせかわこけそうの調査も行なったが発見できず）

（12月）

機関誌「まのせ」の内容について話し合う

1959年

（1　月）

主に花嵐の手入れをやった。 （活動記録をし）

（2　月）

18　　望物部送別会
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生物部員　名　醇

（1968年3月現在）　43名

顧問

新山茂久

3年

大原繋二

出来和法

本洋一

田元和美

井科和人

染川勝夫

玉田健

中村ます子

粛知子

立石俊子

野田民子

上． 誹・美知子

大竹由香里

安楽慶子

藤木孝雄

2年西村和之

福島文徳

山内園子

平川忠久

中堂園英子

本坊和代

竹ノ内久子

新田美千代

川崎知栄子

山口光子

新田ゆ少子

中尾真知子

一名0　－

1年

佐　万　敏　男

田中洋海

浜川知樽

本坊敏保

金竹修一

大迫祥二

山口カ三

春成正和

中間庭秀明

崎山民子

小野田章子

吉永辰代

前田久菓子

尾辻方子

有馬満代

阪本京子

崎山腹子

大島靖子



厨農　腰、‾記

どうやら我々も，先輩にはずかしく． な’一い「吏のせ」第6号の鰯集をここに；

部員一間の協力で終えることができました0滴単に動物年関する研究を，後半

に植物に開する研究料－ノとそれせれ． 廃おまかに分前も‾′ました。 またそれらの研．

究内容は，基礎的なもやで垣率もやすヤもの畔かりであると確心します言草紅

関連的なものは，だいたい同じ場所に． 鰯貨じ貫‾ありま・すので読みやすいのでは

ないかと思います。
． －′

最後＿に「まのせJ扇集結あたり，顧問の諸先生方や先輩の万々の御協力に深

く感謝するとどもに今後ともより一層の御拇導・を． くださる－‾よ一争車疎い赦します，

t平ノ肺． 慮久）、

鹿児島県加世田高等職生物部撒開法‾＿軍のせ5号，一

発行日：1969年5月25日

発行者． ＿：＿鹿児島県加世田市川畑

加世田葛枚生物瓢＿＿一

偏触、‾＿：平川廠久・福島叉観・西村和之‾

印二滴∴鹿児島市城山町1字Tl‾7

明るい窓社一そ． 1°でEI一、⑧2‾895・‘‘8535）
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